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新しい社会の姿を構想し、
ともに「情報未来」を築く
IT BRAINS® for Info-Future®

ともに歩む

パートナーシップのもと、オープンな発想で知恵を生み出し、
ともに社会の持続的な発展に貢献します。

「情報未来」を築く

情報の活用から新しい価値を生み出す仕組みをつくり出し、
未来への変革を実践していきます。

新しい社会を構想する

目指すべき社会の姿を未来の視点で描き、提言します。

イノベーションの創出が社会・企業に強く求められるなか、
私たちは３つの視点でクライアントの期待にお応えします。
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NTTデータ経営研究所
社会システムコンサルティング部門

公共行政サービスコンサルティングユニット長
アソシエイトパートナー

上瀬 剛
KAMISE, Takeshi

かみせ　たけし
郵政省（当時）、外資系コンサルティング
ファームを経て現在に至る。専門は、IT
政策、電子政府等の公共分野から、新
規事業立案支援、アウトソーシング、情
報システム構築に係る企業間取引、IT人
材育成まで多岐にわたる。特に公共分野
については、民間経営と行政の基幹とな
る法律等制度との接点に係るコンサル
ティングを多数手がける。

は
じ
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
後

政
府
、
地
方
公
共
団
体
、
公
的
機

関
及
び
民
間
企
業
等
に
お
け
る
導

入
準
備
及
び
今
後
の
本
番
対
応
が

本
格
化
し
て
い
く
。
弊
社
で
も
様
々

な
調
査
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
法

制
度
面
で
の
調
査
、
検
討
支
援
や

関
係
機
関
に
お
け
る
導
入
支
援
等

を
行
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
対
応
全
体
像
の
枠
組
み
に

基
づ
く
、
こ
う
し
た
直
近
で
の
対
応

の
先
に
あ
る
、
中
長
期
的
な
行
政

運
営
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
今
後
の
姿

等
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。（
図
表

１
）

府
省
、
組
織
横
断
で
の
業
務
、

制
度
の
最
適
化

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、法
律
、

政
省
令
、
条
例
、
各
種
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
の
順
で
取
り
組
み
内
容
が

詳
細
化
、
具
体
化
さ
れ
、
政
府
、

関
係
機
関
、
民
間
企
業
等
に
お
け

る
こ
う
し
た
ル
ー
ル
の
遵
守
の
下
で

も
番
号
制
度
へ
の
具
体
策
が
今
後

本
格
化
さ
れ
て
い
く
。
現
在
は
、

関
係
機
関
に
よ
る
取
り
組
み
が
個

別
に
進
む
一
方
で
、
全
体
最
適
の
視

点
で
、
横
断
的
に
番
号
制
度
を
踏

ま
え
て
何
を
実
現
さ
せ
る
べ
き
か
、

ど
の
よ
う
な
成
果
を
出
す
べ
き
な
の

か
振
り
返
る
べ
き
時
期
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
A
省
、
B
省
と
い
っ
た

個
別
府
省
に
よ
る
自
己
完
結
型
運

営
を
前
提
と
し
、
業
務
面
で
府
省

間
の
重
複
や
不
整
合
は
あ
る
程
度

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
い
た
と

こ
ろ
か
ら
、
番
号
対
応
を
機
に
府

省
横
断
的
対
応
を
前
提
と
し
た
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
情
報
共
有
、
業
務

運
営
を
い
か
に
実
現
す
る
か
と
い

う
、
従
来
の
行
政
運
営
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
転
換
に
あ
た
っ
て
は
、

利
用
者
視
点
に
立
っ
た
業
務
設
計
、

フ
ロ
ン
ト
対
応
及
び
そ
れ
ら
を
支
え

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
横
断
実
施
の
仕

組
み
を
制
度
的
に
担
保
す
る
と
と

も
に
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
活

用
し
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
こ
れ
ま
で
内
閣
官
房
が

制
度
面
、
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
面

で
は
中
心
と
な
っ
て
調
整
、
連
絡
機

特
集
レ
ポ
ー
ト

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
か
ら
見
え
て
く
る

行
政
の
今
後
の
姿
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え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ

ロ
ー
バ
ル
で
見
る
と
、
国
連
の
関
係

機
関
が
中
心
と
な
っ
て「
I
C
T

リ
ー
ダ
ー
育
成
マ
テ
リ
ア
ル
」が
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
新
興
国
政
府
に
お

け
る
I
C
T
幹
部
人
材
の
育
成
に

活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
に
お
い

て
も
I
C
T
×
政
府
・
地
方
公
共

団
体
業
務
に
係
る
リ
ー
ダ
ー
層
育

成
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
確
立
の
好
機

と
い
え
る
。

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
型
人
材

国
民
、
企
業
視
点
で
番
号
制
度

を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
に
係
る
視

点
、
考
察
力
を
政
府
、
地
方
公
共

団
体
の
職
員
が
持
つ
と
と
も
に
、
そ

の
サ
ポ
ー
ト
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

職
員
が
自
発
的
に
担
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

型
」の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

電
子
行
政
・
電
子
政
府
施
策
の
中

で
も
何
度
も
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、

番
号
を
機
に
、
国
民
、
住
民
視
点

の
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
、
提
供
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
利
用
を
促
進
す
る

こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
、

民
間
の
助
言
・
支
援
を
得
つ
つ
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材

従
来
機
密
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

業
務
に
関
連
す
る
特
定
の
現
場
、

職
員
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
番
号

制
度
導
入
に
よ
り
庁
内
で
の
情
報

連
携
が
業
務
、
I
C
T
両
面
で
進

む
こ
と
で
、
個
人
情
報
の
安
全
性

確
保
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
く
。

こ
う
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
対

策
に
あ
た
っ
て
は
、
情
報
資
産
が
果

た
す
べ
き
役
割
や
要
件
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
等
全

体
感
を
見
据
え
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管

理
を
で
き
る
人
材
の
育
成
が
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。

利
活
用
促
進
に
向
け
た

政
策
措
置
の
在
り
方

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
及
び
番
号
カ
ー
ド

の
国
民
、
関
係
機
関
等
に
よ
る
利

用
の
促
進
に
向
け
て
は
、
制
度
や

I
C
T
面
で
の
基
盤
を
整
備
す
る

だ
け
で
は
不
十
分
で
、
国
民
に
よ

る
利
活
用
促
進
に
向
け
た
様
々
な

政
策
、
施
策
が
必
要
と
な
る
。
な

能
を
担
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
、
英

国
政
府
に
お
い
て
納
税
者
視
点
か

ら
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
、

品
質
等
を
監
視
す
る「M

ajor 

P
rojects A

uthority

」、
あ
る

い
は
米
国
連
邦
政
府
の
デ
ー
タ
交

換
基
盤
N
I
E
M
の
活
用
に
お
け

る
政
府
横
断
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

等
も
参
考
に
、
横
断
的
案
件
に
関

す
る
リ
ー
ダ
―
シ
ッ
プ
発
揮
の
仕
組

み
と
実
行
手
段
の
担
保
が
期
待
さ

れ
る
。

人
材
育
成
の
強
化

政
府
、
地
方
公
共
団
体
等
が
今

後
番
号
制
度
及
び
関
連
業
務
を

運
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
制
度
の

正
確
か
つ
柔
軟
な
運
用
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
担
保
、質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
と
様
々
な
要
件
が
課
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
鍵
を
握
る
の
は

対
応
し
た
人
材
育
成
で
あ
る
。

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
従
来
型

の
研
修
、
教
育
の
実
施
に
加
え
、

行
政
が
番
号
制
度
の
導
入
を
機
に

高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
い
く
と
い

う
前
提
で
の
新
た
な
あ
り
方
を
考

図表1：マイナンバー対応　全体像

出所 ： NTTデータ経営研究所にて作成

仕組み、
ルール作り

官民横断での連携による対応

横展開のストーリー

システムの設計、構築

法 律

施行後対応

内部人材育成
政府横断
運営、普及
業務設計強化

アーリーアダプター
との協働

アーリーマジョリティ
への展開

レイトマジョリティ
への広がり

成功事例を広げていく

普及政策措置
検討 利活用領域

拡大

「定常的業務」
への定着

施行に
間に合わない
業種対応

政省令

条 例

ガイドライン等
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か
で
も
効
果
が
直
接
的
に
表
れ
る

の
が
、
番
号
制
度
を
活
用
す
る
側

に
あ
た
る
関
係
機
関
、
民
間
企
業

等
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
活
用
の

誘
因
措
置（
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
等
）で

あ
る
。

こ
う
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
う

ち
財
政
出
動
を
と
も
な
う
も
の
は
、

過
去
行
政
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
、e-T

ax
の
普
及
に
向

け
た
控
除
措
置
等
の
様
々
な
財
政

措
置
、
政
策
手
法
が
用
い
ら
れ
て

き
た
。
番
号
制
度
の
利
活
用
促
進

で
も
こ
う
し
た
財
政
措
置
は
魅
力

的
だ
が
、
一
方
で
効
果
的
な
打
ち
出

し
を
し
な
け
れ
ば
十
分
な
成
果（
費

用
対
効
果
）を
発
揮
で
き
な
い
。
そ

う
し
た
点
で
、
番
号
制
度
の
導
入

時
に
お
け
る
コ
ス
ト
支
援
の
み
な
ら

ず
、
導
入
後
の
利
活
用
に
よ
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
を
ど
の
よ
う
な

対
象
と
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
還

元
す
る
か
に
つ
い
て
中
長
期
的
な
視

点
か
ら
の
検
証
が
必
要
と
な
る
。

た
だ
し
、
も
っ
と
も
重
要

な
の
は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
で
は
な

く
、
番
号
を
実
際
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ
る
真
の
メ

リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
に
あ
る
。

一
方
で
、
広
報
、
宣
伝

等
の
戦
略
も
欠
か
せ
な
い
。

既
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
設
け
ら
れ
る

等
政
府
に
よ
る
普
及
活
動

は
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い

る
が
、
導
入
側
で
の
効
果

の
実
現
に
つ
い
て
早
期
に

成
功
事
例
を
構
築
し
、
全

国
に
横
展
開
さ
せ
る
こ
と
も
必
要

と
な
る
。（
図
表
2
）

成
功
事
例
の
構
築
と
横
展
開

「
成
功
事
例
の
共
有
」は
、
新
た

な
施
策
、
事
業
の
中
で
不
可
欠
だ

が
、特
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
お
い
て
は
、

「
小
さ
な
成
功
」を
必
ず
し
も
共
有

で
き
て
い
な
い
こ
と
は
、
政
府
全
体

が
直
面
し
て
い
る
大
き
な
課
題
で
あ

る
。成

功
事
例
を
作
る
に
あ
た
っ
て
の

鍵
は
様
々
あ
り
、
例
え
ば
組
織
内

部
で
の
情
報
の
連
携
や
共
有
、
組

織
外
と
の
番
号
に
付
随
す
る
情
報

の
連
携
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
こ
う
し
た
実
証
事
業
に
あ
た
っ

て
は「
成
功
」あ
り
き
と
は
せ
ず
、

実
証
の
中
で
の
失
敗
点
や
課
題
に
つ

い
て
浮
き
彫
り
に
し
た
う
え
で
、
本

番
ま
で
の
学
習
効
果
と
し
て
幅
広

い
共
有
が
進
む
こ
と
も
必
要
と
な

る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

我
々
の
日
常
的
な
I
C
T
の
利

活
用
シ
ー
ン
の
中
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
は
切
っ
て
も

切
り
離
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
日
常
的
な
娯
楽
、
生
活
上

の
シ
ー
ン
の
み
な
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
い
て
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
利

活
用
を
前
提
と
し
た
画
面
や
サ
ー

ビ
ス
は
、
や
が
て
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
利
活
用
に
お
い
て
も
当
然
の
も
の

に
な
ろ
う
。

番
号
制
度
に
関
連
す
る
施
策
の

中
で
も
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
及
び
マ
イ
ガ
バ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
官
民
か
ら
様
々

な
提
案
、
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
等
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
海
外
の
先
進
事
例
等

（
例
：
エ
ス
ト
ニ
ア
で
の
選
挙
、
投

票
へ
の
活
用
）も
踏
ま
え
る
と
や
が

て
は
こ
う
し
た
デ
バ
イ
ス
対
応
は

切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
く
な
る
。
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
最
新
の
デ
バ
イ

ス
や
W
e
b
技
術
と
連
携
さ
せ
る

こ
と
は
、
日
本
が
電
子
政
府
先
進

国
と
し
て
の
地
位
を
確
保
す
る
に

あ
た
っ
て
大
き
な
鍵
を
握
る
。ま
た
、

マイナンバー対応から見えてくる 
行政の今後の姿

図表2：利活用促進措置全体像

最終的には、住民側便益、行政側便益のいずれかに還元されるかたちで
進めていく必要がある。

利活用促進

非財政対応

財政対応

広報、周知活動

番号導入成果の
見える化、説得力

官民連携等による
魅力あるサービス提供

行政サービス質向上

導入への財政措置

出所 ： NTTデータ経営研究所にて作成
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※1	 ハッカソン･･･IT技術者などが集まり、1日〜数日間であるテーマに沿ってソフトを開発するイベント。
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改
め
て
、
そ
う
し
た
環
境
で
我
々
に

ピ
ン
と
く
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
有
効
活

用
し
た
手
続
き
や
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て

い
く
の
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
う
し
た

な
か
で
民
間
や
地
方
公
共
団
体
等
の

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
政
府
が
提
供
す
る

番
号
制
度
の
基
盤
と
融
合
さ
せ
て
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
喚
起
す
る
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
に
あ
た
っ
て
は
、

今
後
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
け

る
新
た
な
官
民
の
連
携
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
な
し
に
前
に
進
む
こ
と
は

難
し
い
。

従
来
の
政
府
、
行
政
主
導
の
各
種

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
指
摘
さ

れ
て
き
た
問
題
点
の
代
表
的
な
も
の

と
し
て
は
、「
入
口
、
ス
タ
ー
ト
は
華
々

し
く
、た
だ
し（
運
用
フ
ェ
ー
ズ
の
中
で
）

徐
々
に
息
切
れ
し
て
い
く
」こ
と
が
あ
っ

た
。
今
回
の
番
号
制
度
導
入
に
お
い

て
は
、
番
号
カ
ー
ド
が
ど
れ
だ
け
国
民

の
手
に
行
き
届
く
か
、
マ
イ
ポ
ー
タ
ル

が
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
る
か
等
が
番
号

制
度
の
成
否
を
握
る
鍵
と
な
る
が
、

仮
に
こ
れ
ら
が
期
待
値
を
大
き
く
下

回
る
よ
う
だ
と
、
そ
の
後
尻
す
ぼ
み

と
な
る
リ
ス
ク
も
否
定
で
き
な
い
。
番

号
導
入
後
を
見
据
え
た
各
種
の
改

る
一
方
、
各
府
省
に
お
い
て
も
政
策

評
価
の
仕
組
み
を
有
し
て
い
る
。

日
米
に
お
け
る
I
T
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
進
捗
を
可
視
化
さ
せ
る
仕
組
み

で
あ
る「
I
T
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」等

も
活
用
し
て
、
番
号
制
度
導
入
に

係
る
P
D
C
A
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強

化
を
政
府
、
地
方
公
共
団
体
横
断

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

最
後
に　

～
番
号
導
入
後
の
長
い
道
の
り
～

国
民
及
び
民
間
企
業
に
お
い
て
も
、

税
、
雇
用
、
社
会
保
険
、
医
療
等
様
々

な
場
面
に
お
い
て
番
号
制
度
と
の
関

わ
り
が
増
し
て
く
る
。
一
方
で
現
時
点

で
は
番
号
制
度
に
関
す
る
関
心
、
情

報
収
集
は
十
分
進
ん
で
い
な
い
と
い
う

の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。そ
の
背
景
に
は
、

普
及
、
広
報
活
動
が
進
ん
で
い
な
い
こ

と
、
導
入
ま
で
に
は
多
少
時
間
が
あ

る
こ
と
に
加
え
、
行
政
事
務
が
我
々

の
日
常
の
生
活
に
お
い
て
占
め
る
割
合

が
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
番
号
が
な

い
こ
と
で
特
段
何
か
困
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
点
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
昨

今
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
係
る
取
り

組
み
と
同
様
に
ハッ
カ
ソ
ン※

１
や
コ
ン
テ

ス
ト
の
活
用
に
よ
り
、
地
方
や
若

手
人
材
か
ら
の
積
極
的
な
提
案
が

期
待
さ
れ
る
。

P
D
C
A
の
継
続
的
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
仕
組
み

昨
今
の
I
T
投
資
は
、
成
果
へ

の
直
結
が
求
め
ら
れ
る
厳
し
い
環
境

に
あ
る
。
近
年
は
日
本
政
府
に
お

い
て
も
I
T
投
資
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

評
価
を
見
え
る
化
さ
せ
る
仕
組
み

が
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
特
に
大

き
な
予
算
が
投
じ
ら
れ
る
番
号
関

係
の
各
種
I
T
整
備
に
お
い
て
、

投
資
が
ど
の
程
度
の
成
果
を
生
み

出
し
て
い
る
か
を
国
民
に
対
し
て
見

え
る
化
し
、
評
価
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
。

政
策
の
進
捗
を
監
視
、
評
価
す

る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
予
算
査
定

を
行
う
財
務
省
、
番
号
制
度
全
体

の
取
り
ま
と
め
役
で
あ
る
内
閣
官

房
、
総
務
省
行
政
評
価
局
等
が
あ

革
、
施
策
、
政
策
に
つ
い
て
は
、
導
入

ま
で
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
、
お
よ
び

導
入
後
の
二
の
矢
、
三
の
矢
も
含
め

て
早
い
時
点
で
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
お
く

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
、
手
順
で
い
か
に
繰
り
出
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
も
、
こ
の
時
期
に
こ
そ

官
民
が
知
恵
を
絞
る
べ
き
こ
と
だ
ろ

う
。	

J
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NTTデータ経営研究所
社会システムコンサルティング部門

公共行政サービスコンサルティングユニット
マネージャー

田中 理視
TANAKA, Satoshi

たなか　さとし
主にITに関連するガバナンス、法制度に
関する調査・コンサルティング業務に従
事している。番号制度に関する民間利用、
海外における利用等や、個人情報保護関
連に関する調査、各種ITガイドライン、
規定類等の策定支援、監査対応支援な
どを行っている。

は
じ
め
に

番
号
制
度
の
根
幹
を
な
す「
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律※

１

」（
以
下
、
番
号

法
）は
平
成
25
年
5
月
に
成
立
し
、

平
成
28
年
1
月
に
施
行
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
番
号
法
で
は
番
号
制

度
の
目
的
、
理
念
の
ほ
か
、
個
人

番
号
の
利
用
場
面
や
取
り
扱
い
、

運
用
体
制
等
の
番
号
制
度
の
基
本

的
な
内
容
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

同
時
に
番
号
制
度
の
実
施
に
必

要
な
関
連
制
度
と
し
て
、「
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律※

２

」（
以

下
、「
関
連
整
備
法
」）な
ど
が
整
備

さ
れ
、
さ
ら
に
番
号
法
制
度
の
具

体
的
な
運
用
を
示
す
た
め
の
主
務

省
令
や
各
省
に
お
け
る
省
令
等
、

個
人
番
号
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
管

理
監
督
を
司
る
特
定
個
人
情
報
保

護
委
員
会
に
関
連
す
る
制
度
が
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
る
。

以
降
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の

概
要
を
、
特
に
民
間
事
業
者
と
の

関
係
か
ら
概
説
す
る
。

番
号
法
の
概
要

番
号
法
は
、
図
表
１
の
内
容
か

ら
構
成
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
番
号
制
度
の
根
幹
を

な
す
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
特

に
民
間
事
業
者
に
お
い
て
は「
総

則
」や「
個
人
番
号
」、「
特
定
個

人
情
報
の
提
供
」な
ど
に
つ
い
て
十

分
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
総
則
」に
つ
い
て
は
、
番
号
法
の

理
念
等
の
ほ
か
、
番
号
制
度
で
利

用
さ
れ
る
用
語
な
ど
が
規
定
さ
れ

て
お
り
、
民
間
事
業
者
に
関
連
す

る
事
項
及
び
禁
止
事
項
に
関
わ
る

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た「
個

人
番
号
」で
は
民
間
事
業
者
が
従

業
員
と
の
関
係
で
対
応
す
べ
き
事

務
等
の
利
用
範
囲
や
、
禁
止
事

項
、
取
得
し
た
個
人
番
号
を
含
む

特
集
レ
ポ
ー
ト

※1	 平成25年5月31日法律第27号
※2	 平成25年5月31日法律第28号

個
人
番
号
制
度
の
制
度
概
況
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の
規
定
趣
旨
、
内
容
等
を
解
説
す

る
も
の
で
あ
り
、
関
連
す
る
条
項

に
つ
い
て
よ
り
深
い
理
解
を
得
た
い

場
合
の
参
考
資
料
と
な
る
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

関
連
四
法

各
法
の
趣
旨

番
号
法
の
成
立
と
併
せ
て
、
番

号
制
度
の
実
施
に
必
要
な
関
連
法

と
し
て
、
前
述
の
関
連
整
備
法
、

お
よ
び

● 

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
法※
４

● 

内
閣
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律※
５

が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
番
号
法

と
合
わ
せ
て「
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
関
連
四
法
」
と
呼
ば
れ

る
。
関
連
整
備
法
は
、
番
号
法

施
行
に
伴
い
、
関
係
す
る
36
の
法

律
の一
部
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
例
え
ば
所
得
税
法
や
、
国
税

通
則
法
、
公
的
個
人
認
証
法
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
。
地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
法
は
、
特

定
個
人
情
報
の
連
携
に
お
け
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
等
を
よ
り
強
化
す
る
た

め
の
組
織
を
創
設
す
る
た
め
の
法

律
で
あ
り
、
内
閣
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
は
、
い
わ
ゆ
る
政

府
C
I
O
を
創
設
す
る
た
め
の
法

律
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
関
連
整
備
法
に
は
、

民
間
事
業
者
に
お
い
て
も
関
連
す

る
手
続
き
を
番
号
法
の
対
象
と
す

る
も
の（
特
に
税
務
関
係
）が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
確
認
を
要
す
る
。

主
務
省
令
ほ
か
各
省
政
省
令
、

条
例

（
１
）主
務
省
令

番
号
法
に
お
け
る
主
務
省
令
と

は
、
番
号
法
を
所
管
す
る
内
閣
官

房
及
び
総
務
省
が
番
号
法
に
つ
い

て
規
定
す
る
政
令
、
命
令
で
あ
る
。

平
成
26
年
8
月
末
時
点
で
、

● 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令※
６ 

情
報
の
管
理
義
務
な
ど
を
規
定
す

る
。「
特
定
個
人
情
報
の
保
護
」で

は
、
民
間
事
業
者
な
ど
に
お
け
る

従
業
員
等
の
、
特
定
個
人
情
報
の

収
集
や
提
供
の
制
限
に
つ
い
て
規

定
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
民
間
事
業
者
等
に
お

い
て
個
人
番
号
制
度
へ
対
応
す
る

際
の
基
本
的
な
根
拠
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

番
号
法
は
、
現
時
点
で
は
後
述

の
政
省
令
等
に
よ
り
、
番
号
法
の

各
規
定
の
内
容
や
運
用
方
法
、
対

象
事
務
等
が
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
状
況
で
あ
る
。
な
お
、
番
号
法

成
立
の
後
も
、
た
と
え
ば
社
会
保

障
制
度
に
関
す
る
制
度
の
制
定
や

法
令
等
の
改
正
等
に
伴
い
、一
部
そ

の
内
容
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
番
号
制
度
施
行
前
に
お
い

て
も
、
常
に
最
新
の
も
の
で
あ
る

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
番
号
法
の
各
条
項
の
理
解

を
促
す
資
料
と
し
て
、
内
閣
官
房

よ
り「
逐
条
解
説※

３

」が
公
表
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
番
号
法
の
各
条
項

※3 正式には「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律【逐条解説】」（内閣府大臣官房番号制度担当室） 
（http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/pdf/chikujou.pdf）

※4 平成25年5月31日法律第29号   
※5 平成25年法律第22号   

● 番号制度理念、目的等の「総則」
● 個人番号の発行や通知に関するルールや利用場面、禁止事項などを規定する「個人番号」
● 個人番号カードの交付や利用に関して規定する「個人番号カード」
● 個人番号に紐づけられた情報の提供に関するルールを定める「特定個人情報の提供」
● 特定個人情報保護評価や個人情報保護法における対応との関係等を規定する「特定個人情

報の保護」
● 特定個人情報の保護に関する監督体制を定める「特定個人情報保護委員会」
● 企業等の法人で活用可能な法人番号について定める「法人番号」
● 番号法における雑則および罰則規定
● 番号法の施行や将来的な方向性を示す附則

図表1：番号法の主な内容

出所：「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」（番号法）を元にNTTデータ経営研究所にて作成
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（
以
下
、
番
号
法
施
行
令
）

● 

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則※
７ 

（
以
下
、
番
号
法
施
行
規

則
）

が
公
布
さ
れ
、
い
ず
れ
も
番
号

法
の
具
体
的
な
運
用
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
重
要
な
内
容
が
含
ま

れ
て
い
る
。

番
号
法
施
行
令
で
は
、
個
人
番

号
や
法
人
番
号
の
構
成※

８

、
個
人
番

号
の
再
発
行
、
通
知
カ
ー
ド
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
返
納
義
務
や
効

力
、
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
た
情
報
照
会
等
の
手
順
、
措

置
、
法
人
番
号
の
運
用
等
に
つ
い

て
定
め
る
。

ま
た
番
号
法
施
行
規
則
で
は
、

個
人
番
号
の
取
得
を
行
う
際
の
本

人
確
認
や
番
号
取
得
の
手
続
き
に

お
け
る
具
体
的
な
方
法
、
代
理
人

に
よ
る
手
続
き
、
地
方
税
と
の
関

係
で
の
利
用
に
関
す
る
規
定
な
ど

が
置
か
れ
て
い
る
。

民
間
事
業
者
に
お
い
て
は
、
番

号
法
施
行
令
お
よ
び
施
行
規
則
に

よ
り
、
具
体
的
な
事
務
的
対
応
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
番

号
法
で
は
、
従
業
員
が
行
う
年
末

調
整
や
社
会
保
険
関
係
に
必
要
な

番
号
の
提
示
や
、
金
融
機
関
等
に

対
し
て
行
う
番
号
の
提
示
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、

規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
番
号
法
施

行
規
則
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
場

面
の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
示

さ
れ
て
い
る（
図
表
2
）。

今
後
、
具
体
的
な
事
務
に
お
い

て
は
、「
番
号
利
用
事
務
実
施
者

等
が
認
め
る
場
合
」な
ど
が
明
ら
か

に
な
っ
た
う
え
で
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
今
後
整
備
さ
れ
る
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
、
留
意
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

ま
た
平
成
26
年
9
月
1
日
時
点

で
は
、
な
お
番
号
法
別
表
第
一
に

関
す
る
主
務
省
令
、
別
表
第
二
に

関
す
る
主
務
省
令
の
制
定
が
な
さ

れ
て
い
な
い※

９
。
い
ず
れ
も
番
号
法

に
お
い
て
番
号
の
利
用
を
認
め
る

事
務
を
示
す
別
表
第
一
、
特
定
個

人
情
報
の
情
報
提
供
を
認
め
る
事

務
を
示
す
別
表
第
二
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
務
の
内
容
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
民
間
事
業
者
と
の
関

係
で
は
、
別
表
第
一
に
示
さ
れ
る

事
務
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
民
間

事
業
者
が
作
成
す
る
書
面
等
と
の

関
係
で
、
個
人
番
号
の
記
載
が
生

じ
う
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
提

出
先
で
あ
る
番
号
事
務
実
施
者

（
健
康
保
険
組
合
等
）に
確
認
し

て
、
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。そ

の
ほ
か
主
務
省
令
で
示
す
事

務
に
お
け
る
個
人
番
号
の
利
用
内

容
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
各
事

務
を
所
管
す
る
府
省
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
務
に
関
す
る
政
省
令
等

が
示
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る※※

※

。
特
定
個
人
情
報
保
護
規
則
ほ
か

番
号
法
で
は
個
人
番
号
を
含
む

個
人
情
報
は「
特
定
個
人
情
報
」

と
さ
れ（
番
号
法
第
1
条
第
8

項
）、
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員

会
は「
個
人
番
号
そ
の
他
の
特
定

個
人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮
し
つ

つ
、
そ
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保

す
る
た
め
に
必
要
な
個
人
番
号
利

用
事
務
等
実
施
者
に
対
す
る
指

導
及
び
助
言
そ
の
他
の
措
置
を
講

ず
る
」こ
と
を
任
務
と
し
て
設
置

さ
れ
た（
番
号
法
第
37
条
第
1

項
）。特

定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
の

任
務
に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
と

の
関
係
で
重
要
と
な
る
の
は
、

● 

特
定
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関

す
る
監
視
又
は
監
督
及
び
苦
情

の
申
出
に
つ
い
て
の
必
要
な

あ
っ
せ
ん
に
関
す
る
こ
と

● 

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
に
関

す
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価（
以

下
、
P
I
A
）に
つ
い
て
は
、
番
号

法
別
表
第
一
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
番

号
利
用
事
務
実
施
者
に
お
い
て
は

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

個人番号制度の制度概況

※6	 平成26年政令第155号    ※7 平成26年内閣府・総務省令第3号    ※8 個人番号は11桁の番号にチェックデジット1桁の12桁の番号であり、法人番号はチェッ
クデジット1桁に12桁の番号からなる13桁の番号とされる。   ※9 「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律別表第一に関す
る主務省令」については既に平成26年8月にパブリックコメント版が公表されている。

※10	平成26年8月時点では財務省から「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律及び行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の施行に伴う財務省関係政令の整備に関する政令」が示されている。
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※11	 平成26年4月18日平成26年特定個人情報保護委員会規則第１号
※12	 平成26年4月20日特定個人情報保護委員会
※13	 平成26年4月20日特定個人情報保護委員会
※14	 現時点では、いずれも特定個人情報保護委員会の第23回及び第24回の資料に現時点での案が示されている。

の
取
扱
い
」に
つ
い
て
は
、
現
在
特

定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
お
い

て
行
政
機
関
、
民
間
事
業
者
別
に

「
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
仮

称
）」及
び
こ
れ
に
付
随
す
る「
特

定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に

関
す
る
安
全
管
理
措
置
」の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
26
年

秋
ご
ろ
に
公
表
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る 

。

終
わ
り
に

番
号
法
の
制
度
整
備
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
後
ろ
倒
し

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
番
号
法
の
対
象

と
な
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

秋
ご
ろ
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

他
方
、
番
号
法
施
行
規
則
や
特
定

個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
お
け
る

「
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
仮
称
）」に
よ

り
、
多
く
の
民
間
事
業
者
に
お
け
る

特
定
個
人
情
報
へ
の
対
応
や
取
扱
い
の

民
間
事
業
者
の
大
半
に
お
い
て
は
、

必
ず
し
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、

● 

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
に
関

す
る
規
則※※

※

● 

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
指
針※※

※

な
ど
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る（
な
お

よ
り
具
体
的
に
は「
特
定
個
人
情

報
保
護
評
価
指
針
の
解
説
」 

に
詳

し
い
）。

こ
れ
に
対
し
て
、「
特
定
個
人
情

報
の
取
扱
い
」に
つ
い
て
は
、
特
定

個
人
情
報
を
管
理
す
る
す
べ
て
の

民
間
事
業
者
に
関
連
す
る
も
の
で

あ
る（
番
号
法
第
12
条
）。
個
人

情
報
保
護
法
に
お
い
て
は
、
個
人

情
報
の
安
全
管
理
措
置
義
務
は
、

原
則
過
去
６
月
以
内
に
5
0
0
0

件
以
上
の
個
人
情
報
を
保
有
す
る

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
対
象
で

あ
る
が
、
番
号
法
に
お
い
て
は
特

定
個
人
情
報
を
管
理
す
る
個
人

番
号
利
用
事
務
等
実
施
者
は
す
べ

て
対
象
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な「
特
定
個
人
情
報

方
向
性
が
明
ら
か
に
な
って
い
る
た
め
、

番
号
の
通
知
が
始
ま
る
平
成
27
年
10

月
に
向
け
て
の
具
体
的
な
準
備
が
喫

緊
の
課
題
と
な
る
。

ま
た
番
号
法
で
は
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
の

民
間
利
用
な
ど
を
検
討
す
る
旨
を
記

す（
番
号
法
附
則
第
6
条
）な
ど
、
マ

イ
ポ
ー
タ
ル
等
の
民
間
利
用
の
あ
り
方

や
な
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
利
用
範
囲

の
拡
大
の
議
論
と
併
せ
て
、
番
号
制

度
の
開
始
お
よ
び
そ
の
後
の
制
度
改

正
に
引
き
続
き
留
意
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。	

J

番号確認の場面 必要となる書類の提示・送付 

従業員における個人番号
の確認（企業における税、
社会保険等の手続等）

・番号の確認は個人番号カード等の提示（非対面の際には郵送に準じる）（番号法第16条等、
番号法規則第11条） 
・本人確認は、個人番号利用事務実施者（税務署、健康保険組合等）が認める場合には、本
人確認書類は不要（番号法規則第3条第5項）

従業員の扶養家族等に 
関する個人番号の確認

・番号の確認は個人番号カード等もしくはそれらの写しの提示（番号法令第12条第2項第3号、
番号法規則第8条）
・代理人（従業員等）の本人確認は、個人番号利用事務実施者（税務署、健康保険組合等）が
認める場合には、本人確認書類は不要（番号法規則第3条第5項）

金融機関等における 
個人番号の確認

・番号の確認は個人番号カード等の提示（非対面の際には郵送に準じる）（番号法第16条等、
番号法規則第11条） 
・個人番号カード、運転免許証、パスポート等もしくはそれらの写しの提示（郵送の場合には、
写しの送付） 

図表2：民間事業者における番号確認のために必要な書類提示・送付の例

出所：番号法、個人情報保護法の規定を元にNTTデータ経営研究所にて作成
※なおいずれの場合についても個人番号カード内のデータを用いたオンライン等による対応も可能
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事。２００７年より現職。
著書に『マイナンバーがやってくる』（共
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ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
位
置
付
け

総
務
省
自
治
行
政
局
は
、
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
番
号
制
度
活

用
に
よ
る
事
務
改
善
等
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
、
平
成
23
年
10
月
か

ら
平
成
25
年
7
月
ま
で
の
期
間
、

「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
番
号

制
度
の
活
用
に
関
す
る
研
究
会
」

を
開
催
し
た
。
そ
し
て
、
各
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
番
号
制
度
が

円
滑
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
24
年
9
月
に「
中
間
と

り
ま
と
め
」を
、
さ
ら
に
平
成
25
年

8
月
に
は
、「
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
番
号
制
度
の
導
入
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」を
ま
と
め
、
同
年
９
月
か
ら

10
月
に
か
け
て
地
方
公
共
団
体
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る※

１

。

ま
た
、
総
務
省
か
ら
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

示
さ
れ
た
平
成
25
年
8
月
以
降
、

個
人
番
号
制
度
の
導
入
に
向
け
た

そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
詳

細
化
、
具
体
化
さ
れ
た
内
容
が
関

連
省
庁
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
地
方
公
共
団
体
側
で
は
こ
れ

ら
の
情
報
に
基
づ
い
て
、
導
入
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

そ
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
番
号
制
度
関

連
事
務
の
詳
細
に
関
し
て
、「
行
政

手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
施
行
令
」（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
施
行
令 
平
成
26
年
3
月
31

日
）、
及
び「
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
」（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
施
行
規

則 

平
成
26
年
7
月
4
日
）が
、
ま

た
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
は

「
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
指
針
」

（
平
成
26
年
3
月
18
日　

特
定
個

人
情
報
保
護
委
員
会
）が
、
さ
ら
に

シ
ス
テ
ム
開
発
の
観
点
か
ら
は
、「
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
係
る
地

方
公
共
団
体
の
中
間
サ
ー
バ
ー
整

備
の
共
同
化
・
集
約
化
に
つ
い
て
」

（
平
成
26
年
1
月
16
日　

総
務

省
）、「
電
子
自
治
体
の
取
組
み
を

加
速
す
る
た
め
の
10
の
指
針
」（
平

成
26
年
3
月
24
日　

総
務
省
）等

が
出
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
構
成

は
、

特
集
レ
ポ
ー
ト

※1 番号制度導入に係る総務省の取組について（平成25年11月7日 総務省） 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/senmon_bunka/densi/dai2/siryou2.pdf

総
務
省
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
向
け

導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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た
、
さ
ら
に
発
展
し
た
形
で
、
他
の

自
治
体
で
も
実
現
で
き
る
と
し
て
い

る
。例

え
ば
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
取

り
組
み
事
例
の
な
か
で
、
今
回
の

個
人
番
号
制
度
の
導
入
が
幅
広
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
貢
献
す
る

で
あ
ろ
う
と
期
待
を
感
じ
さ
せ
る

事
例
と
し
て
、
福
岡
県
粕
屋
町
の

「
総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」が
あ
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
粕
屋
町

独
自
の
住
民
識
別
番
号（
内
部
管

理
番
号
で
あ
り
、
住
民
に
は
通
知

し
て
い
な
い
）の
付
番
、
統
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
、
総
合
窓
口
の
設
置

な
ど
に
よ
り
庁
内
情
報
連
携
を
実

現
し
、
適
用
範
囲
は
限
ら
れ
る
と

は
い
え
、
将
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
目
指
す
べ
き
プ
ッ
シ
ュ
型
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
型
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
の
モ

デ
ル
を
提
供
し
て
い
る
。（
図
表
１
）

な
お
、
一
般
的
な
こ
と
と
し
て
、

住
民
は
出
生
、
引
越
し
、
就
職
・

退
職
、
結
婚
・
離
婚
、
死
亡
等
の

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
届
け
出
や
申
請
を
、
自
分
自

身
の
判
断
に
基
づ
き
行
う
必
要
が

あ
る
が
、
そ
う
し
た
手
続
き
を
全

般
的
に
把
握
し
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
手
続
の
漏
れ
が
発

生
し
が
ち
に
な
る
し
、
さ
ら
に
は
遡

及
手
続
に
よ
り
多
く
の
手
間
を
費

や
す
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
申
請

主
義
の
弊
害
を
な
く
し
、住
民
個
々

の
条
件
に
応
じ
て
、
必
要
な
時
期

に
、
必
要
な
手
続
き
を
行
政
の
側

か
ら
そ
の
住
民
に
対
し
て
直
接
促
し

て
い
こ
う
と
す
る
の
が
、「
プ
ッ
シ
ュ

型
行
政
サ
ー
ビ
ス
」で
あ
る
。

ま
た
、
住
民
が
行
政
窓
口
で
手

続
き
を
す
る
際
に
、
同
じ
行
政
機

関
内
の
他
の
部
署
や
窓
口
、
あ
る
い

は
他
の
行
政
機
関
を
訪
れ
、
そ
こ

で
発
行
さ
れ
る
各
種
証
明
書
類
を

住
民
自
ら
が
そ
ろ
え
、
そ
し
て
申

請
・
届
出
書
類
に
添
え
て
提
出
す

る
、
と
い
う
の
が
現
在
の
行
政
手
続

き
の一
般
的
な
あ
り
方
だ
。
し
か
し
、

こ
れ
は
関
係
部
署
あ
る
い
は
行
政

機
関
が
互
い
に
情
報
連
携
し
て
い
な

い
た
め
に
、
い
わ
ば
住
民
自
身
が
そ

の
代
役
を
担
い
、
手
間
を
負
わ
さ

れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
し
た

が
っ
て
、
そ
う
し
た
情
報
連
携
が
で

き
れ
ば
、
住
民
は
各
種
証
明
書
の

添
付
が
不
要
に
な
り
、
か
つ
窓
口
一

第
１
章 

地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
番
号
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

第
２
章 

番
号
制
度
に
対
応
し
た

シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て

第
３
章 

番
号
制
度
に
対
応
し
た

個
人
情
報
保
護
対
策

と
な
っ
て
い
て
、「
中
間
と
り
ま
と

め
」に
お
け
る
第
１
章
、
第
２
章
が

見
直
さ
れ
、
さ
ら
に
第
３
章
が
新

た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。

番
号
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

ま
ず
、
第
１
章
の「
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
番
号
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
」で
は
、「
住
民
情
報
の
庁

内
横
断
的
共
有
」、「
住
民
情
報
の

時
系
列
で
の
共
有
」、「
住
民
情
報

の
地
理
空
間
的
共
有
」と
い
っ
た
視

点
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
が
い
く

つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
個
人
番
号

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
正
確
な
情
報
管
理
、
他
の
自

治
体
と
の
情
報
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
よ
り
確
実
な
本
人
確

認
、
プ
ッ
シ
ュ
型
の
お
知
ら
せ
と
い
っ

図表1：福岡県粕屋町の事例「総合窓口サービス」

連携システム

住民情報系システム

識別番号識別番号

識別番号

識別番号

福祉システム

総合窓口
システム

総合窓口

税務システム

DB

DB

DB

DBDB

総合データベース
住民情報、税務、福祉等

各システム内の情報のインデックス

出所 ： 「地方公共団体における番号制度の導入ガイドライン　概要版」（平成25年 総務省）
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カ
所
で
手
続
き
が
完
了
で
き
る
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
が

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
」

で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら「
プ
ッ
シ
ュ
型
行

政
サ
ー
ビ
ス
」、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
行

政
サ
ー
ビ
ス
」を
、
ト
ー
タ
ル
に
実

現
す
る
う
え
で
、
番
号
制
度
は
必

須
の
も
の
と
な
る
。　

番
号
制
度
に
対
応
し
た

シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て

第
２
章
の「
番
号
制
度
に
対
応
し

た
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
」で
は
、

個
人
番
号
制
度
の
導
入
に
関
連
す

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、「
中
間
サ
ー

バ
ー
」、「
団
体
内
統
合
宛
名
シ
ス
テ

ム
」、「
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
」と
い
っ
た
今
回
新
た
に
追

加
す
べ
き
も
の
や
、
住
民
基
本
台

帳
シ
ス
テ
ム
、
地
方
税
シ
ス
テ
ム
、

及
び
社
会
保
障
等
の
既
存
関
連
業

務
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
つ
い
て
、
そ

の
要
件
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
後
述
す
る
国
の
Ｉ
Ｔ

政
策
と
の
関
わ
り
も
あ
っ
て
何
か
と

話
題
に
の
ぼ
る
の
が
、
今
回
新
た
に

設
置
さ
れ
る「
中
間
サ
ー
バ
ー
」だ
。

「
中
間
サ
ー
バ
ー
」と
は
、
主
に
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
側
と
地
方
公
共
団
体
の
既

存
業
務
シ
ス
テ
ム
側
と
の
間
に
設
置

す
る
も
の
で
あ
り
、
情
報
連
携
の

対
象
と
な
る
個
人
情
報
の
副
本
を

保
存
・
管
理
し
、
情
報
の
授
受
の

仲
介
役
を
担
う
。
そ
の
開
発
に
あ

た
っ
て
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
地
方
公

共
団
体
毎
に
個
別
に
調
達
・
開
発

す
る
の
で
は
な
く
国
で
一
括
開
発

し
、
ま
た
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
に
つ
い
て
も

共
同
化
を
図
る
こ
と
が
適
当
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

の
設
置
主
体
も
含
め
、
そ
の
整
備

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検

討
を
行
い
、
速
や
か
に
結
論
を
得

る
と
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、

東
日
本
、
西
日
本
の
２
拠
点
に
中

間
サ
ー
バ
ー
の
共
同
利
用
の
た
め
の

設
備
を
国
が
用
意
す
る
こ
と
が
決

ま
り
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
の
利
用
を
促
し
て
い
る
。

総
務
省
に
よ
る
こ
う
し
た
対
応

の
背
景
に
は
、
地
方
公
共
団
体
の

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
総
務
省
の
ク
ラ

ウ
ド
化
促
進
へ
の
取
り
組
み
が
あ

る
。
総
務
省
は
、
平
成
18
年
度
に

策
定
し
た「
新
電
子
自
治
体
推
進

指
針
」を
改
訂
し
、「
電
子
自
治
体

の
取
組
み
を
加
速
す
る
た
め
の
10

の
指
針
」（
平
成
26
年
3
月
24
日
）

と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
、

「
指
針
１　

番
号
制
度
の
導
入
に

併
せ
た
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
」、

「
指
針
２　

大
規
模
な
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
既
存
シ
ス
テ
ム
の

オ
ー
プ
ン
化
・
ク
ラ
ウ
ド
化
等
の
徹

底
」な
ど
10
の
指
針
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
な
か
で
も「
ク
ラ
ウ
ド
化
」に

重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

ま
た
改
修
に
つ
い
て
は
、
そ
の
代

表
的
な
既
存
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ま

ず「
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
」

（
住
基
シ
ス
テ
ム
）が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
町
村
に
お
い

て
住
民
の
基
本
４
情
報（
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
及
び
住
所
）を

管
理
し
、
個
人
を
特
定
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
個
人
番

号
も
住
民
票
コ
ー
ド
に
基
づ
い
て
生

成
さ
れ
る
等
、
個
人
番
号
シ
ス
テ

ム
も
こ
の
住
基
シ
ス
テ
ム
を
土
台
に

構
築
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
改

修
内
容
と
し
て
、
個
人
番
号
の
住

基
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
追
加
、
住

民
へ
の
一
斉
通
知
、
住
民
票
へ
の
記

載
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付（
新

規
発
行
ま
た
は
既
存
住
基
カ
ー
ド

か
ら
の
移
行
）、
世
帯
情
報
の
提
供

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

同
様
に
、
既
存
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の「
地
方
税
務
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て

は
、
個
人
番
号
・
法
人
番
号
の
取

得
、
所
得
情
報
の
提
供
、
地
方
税

法
上
の
守
秘
義
務
の
観
点
か
ら
の

個
人
情
報
保
護
な
ど
に
対
応
す
る

た
め
の
改
修
要
件
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。（
図
表
２
）

番
号
制
度
に
対
応
し
た

個
人
情
報
保
護
対
策

第
３
章
の「
番
号
制
度
に
対
応
し
た

個
人
情
報
保
護
対
策
」で
は
、
①
制

度
的
措
置
、
②
技
術
的
措
置
、
③
体

制
整
備　

の
観
点
か
ら
必
要
な
措
置

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の

と
し
て
は
、
①
で
は
現
行
の
個
人
情

報
保
護
条
例
の
見
直
し
、
②
で
は
特

定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
制

総務省による地方公共団体向け
導入ガイドライン
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限
と
認
証
、
③
で
は「
特

定
個
人
情
報
保
護
評
価
」

の
実
施
に
つ
い
て
、
指
針
を

示
し
て
い
る
。

ま
ず
、
個
人
情
報
保
護

条
例
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で「
個
人
情
報
」、
す
な
わ

ち
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
情
報（
氏

名
、
生
年
月
日
等
）を
対

象
に
、
国
が
個
人
情
報
保

護
法
を
定
め
、
さ
ら
に
各

地
方
公
共
団
体
は
そ
の
法

律
に
の
っ
と
り
、
地
域
特
性

に
応
じ
て
個
人
情
報
保
護

条
例
を
定
め
て
き
た
。
こ

れ
に
対
し
、
今
回
の
番
号

法
が
対
象
と
す
る「
特
定

個
人
情
報
」と
は
、「
個
人

番
号
を
そ
の
内
容
に
含
む

個
人
情
報
」で
あ
り
、
現

行
の
個
人
情
報
保
護
よ
り

も
さ
ら
に
手
厚
い
保
護
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
た
め
、
地
方
公

共
団
体
側
で
は
、
そ
の
点

を
踏
ま
え
た
整
合
性
の
確

保
、
及
び
個
人
番
号
の
独

自
利
用（
た
だ
し
社
会
保
障
・
税
・
災

害
対
策
分
野
）に
対
応
す
る
た
め
、

現
行
の
個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正

が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、「
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
」

へ
の
ア
ク
セ
ス
制
限
と
認
証
に
つ
い
て

は
、
シ
ス
テ
ム
上
で
個
人
情
報
と
特
定

個
人
情
報
の
区
分
を
行
う
た
め
、
職

員
の
認
証
や
ア
ク
セ
ス
制
御
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。

最
後
の「
特
定
個
人
情
報
保
護
評

価
」に
つ
い
て
は
、「
特
定
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
」の
保
有
や
変
更
に
際
し
、

そ
れ
ら
の
情
報
を
保
有
す
る
こ
と
で
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
保
護
の
視
点
か
ら
ど

の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
発
生
す
る
か
を
事

前
に
評
価
し
、
そ
の
軽
減
措
置
を
講

じ
る
こ
と
の
宣
言
を
求
め
て
い
る
。

な
お
、「
特
定
個
人
情
報
保
護
評

価
」の
さ
ら
に
具
体
的
方
法
に
つ
い
て

は
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
さ
れ
た
後

の
平
成
26
年
4
月
18
日
に
、
内
閣
府
・

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会（
平
成

26
年
1
月
1
日
に
設
立
）か
ら
出
さ
れ

た「
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
指

針
」の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
。	

J

図表2：番号制度導入のための地方公共団体のシステム整備

出所 ： 「番号制度導入に係る総務省の取組について」（平成25年11月7日 総務省）

個人
情報照会・提供機関Ａ

情報照会・提供機関Ｂアクセス記録
保存サーバ

政政府府共共通通
ネネッットトワワーークク

ＬＬＧＧＷＷＡＡＮＮ等等

マイ・ポータル
アクセス記録表示機能
その他
・プッシュ型サービス
・自己情報表示機能
・ワンストップサービス

インターネット

公的個人認証
サービス

（地方共同法人）

コアシステム

個人番号

連動

個人番号カード

都道府県・市町村 ※約1,800団体

個人番号

住民票コード

符号Ｂ 利用番号Ｂ 特定個人情報 個人番号

符号を用いて
情報連携を行う

市町村が
個人番号カード

を交付

情報提供ネットワークシステム（国）

福祉システム等

団体内統合宛
名番号

福祉等情報中間サーバー

符号Ｃ

団体内統合宛
名番号

特定個人情報

団体内統合宛名システム等

団体内統合宛
名番号

個人番号

税務システム

団体内統合宛
名番号

所得情報

付番システム

IF
システム

IF
システム

IF
システム

住基システム

団体内統合宛
名番号

世帯情報

個人番号

住民票コード
市町村が
個人番号
を付番

市町村が
個人番号
を通知

符号Ａ 利用番号Ａ 特定個人情報 個人番号

地方公共団体情報システム機構

住基ネット
CS

４情報

個人番号

住民票コード

利
用
者
認
証
等
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NTTデータ経営研究所
社会システムコンサルティング部門

公共行政サービスコンサルティングユニット
コンサルタント

馬場 康郎
BAMBA, Yasuo

ばんば　やすお
中央省庁を経て現職。マイナンバー対応
や公的個人認証を始めとするIT政策、税
制、社会保障制度、公会計改革などの
公共分野に従事。

は
じ
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
全
員
に
付
番
さ

れ
、
し
か
も
1
人
1
番
号
で
重
複
が

な
い
も
の
で
あ
る
。仮
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
用
い
て
様
々
な
情
報
の
名
寄
せ
が

行
わ
れ
た
情
報
が
外
部
に
漏
え
い
す

る
と
、
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
制
度

面
、
シ
ス
テ
ム
面
の
様
々
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む

個
人
情
報
で
あ
る「
特
定
個
人
情

報
」を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
の一つ

で
あ
る
、「
特
定
個
人
情
報
保
護
評

価
」を
説
明
す
る
。

特
定
個
人
情
報
保
護
に
向
け
た

番
号
法
の
規
定

番
号
法
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含

む
個
人
情
報
の
外
部
へ
の
漏
え
い
等

の
懸
念
に
対
処
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情
報
を「
特
定

個
人
情
報
」と
定
義
し
、
個
人
情
報

保
護
法
令
の
規
定
に
加
え
、
特
別
の

規
定
を
設
け
て
い
る
。「
特
定
個
人

情
報
」「
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
」

等
の
定
義
は
図
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

（
図
表
１
）

番
号
法
の
規
定
さ
れ
た
場
合
を

除
き
、
特
定
個
人
情
報
を
収
集
、

保
管
す
る
こ
と
や
、
特
定
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
の
作
成
が
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
特
定
個
人
情
報
保
護

委
員
会
に
よ
る
監
視
・
監
督
等
の
制

度
上
の
保
護
措
置
や
、
特
定
個
人

情
報
の
提
供
・
照
会
は
原
則
と
し
て

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

用
い
る
こ
と
と
す
る
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

上
の
安
全
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
。
制
度
上
の
保
護
措
置
の一つ
と
し

て
、
特
定
個
人
情
報
の
安
全
管
理

措
置
の
義
務
付
け
に
加
え
、
特
定

個
人
情
報
保
護
評
価
の
制
度
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
の

内
容番

号
法
第
27
条
に
お
い
て
、
行
政

機
関
の
長
等
は
、
特
定
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
を
保
有
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
事
前
に
特
定
個
人
情
報
保
護

評
価
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

特
集
レ
ポ
ー
ト

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
に
よ
る

個
人
情
報
保
護
の
た
め
の
取
り
組
み
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な
く
、
事
前
に
特
定
個
人
情
報
フ
ァ

イ
ル
の
取
り
扱
い
に
係
る
リ
ス
ク
を
分

析
し
、
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
。ま

た
、先
述
の
通
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
導
入
に
あ
た
り
、
情
報
漏
え

い
等
に
関
す
る
懸
念
が
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
う
し
た
懸
念
を
払
拭
す
る
観

点
か
ら
、
特
定
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
者
が
、
入
手
す
る
特
定
個
人

情
報
の
種
類
、
使
用
目
的
・
方
法
、

安
全
管
理
措
置
等
に
つ
い
て
国
民
・

住
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

② 

実
施
主
体

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
の
実

施
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
は
、
特
定

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
保
有
し
よ
う

と
す
る
者
の
う
ち
、行
政
機
関
の
長
、

地
方
公
共
団
体
の
長
、
情
報
連
携

を
行
う
事
業
者
に
限
ら
れ
て
い
る
。

個
人
番
号
関
係
事
務
実
施
者
で

あ
る
民
間
事
業
者
に
は
義
務
付
け

さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
任
意
で

行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
む
し

ろ
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。

③ 

対
象

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
の
対

象
は
、
番
号
法
等
の
規
定
に
基
づ
い

て
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
取
り

扱
う
事
務
と
な
っ
て
い
る
。

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
は
、

番
号
法
の
別
表
１
に
掲
げ
る
各
項
の

事
務
ご
と
に
実
施
す
る
こ
と
が
原
則

で
あ
る
が
、シ
ス
テ
ム
の
状
況
等
に
よ
っ

て
は
、
各
項
の
事
務
ご
と
に
実
施
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
１
つ
の
項
に
掲
げ

る
事
務
を
複
数
の
事
務
に
分
割
す

る
、
あ
る
い
は
複
数
の
項
に
掲
げ
る

事
務
を
１
つ
の
事
務
と
す
る
な
ど
、

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
の
対
象

と
な
る
事
務
の
単
位
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

な
お
、
職
員
の
人
事
、
給
与
等
に

関
す
る
記
録
し
た
特
定
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
の
み
を
取
り
扱
う
事
務
、

手
作
業
処
理
用
フ
ァ
イ
ル（
紙
フ
ァ
イ

ル
な
ど
）の
み
を
取
り
扱
う
事
務
、

対
象
人
数
の
総
数
が
1
0
0
0
人

未
満
の
事
務
等
に
つ
い
て
は
特
定
個

人
情
報
保
護
評
価
の
実
施
は
義
務

付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

指
針
」が
2
0
1
4
年
4
月
に
公
表

さ
れ
、
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価

の
目
的
や
実
施
主
体
、
対
象
、
実

施
時
期
、
記
載
す
べ
き
評
価
項
目

書
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が

公
表
し
て
い
る
資
料
と
し
て
は
、
次

の
も
の
が
あ
る
。

● 

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
に
関
す

る
規
則

● 

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
指
針

（
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
書
等

の
様
式
を
含
む
）

● 

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
指
針
の

解
説（
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価

書
等
の
記
載
要
領
を
含
む
）

① 

目
的

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
の
目

的
と
し
て
、
①
事
前
対
応
に
よ
る
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
権
利
利
益

の
侵
害
の
未
然
防
止
、
②
国
民
・
住

民
の
信
頼
の
確
保
、
の
２
点
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

情
報
の
漏
え
い
等
が
起
こ
る
と
、

事
後
的
に
拡
散
し
た
情
報
を
全
て
消

去
・
修
正
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
事
後
的
な
対
応
だ
け
で
は

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
特
定
個
人
情

報
保
護
評
価
は
、
諸
外
国
に
お
い
て

採
用
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響

評

価(P
rivacy

 Im
p
act 

A
ssessm

ent: P
IA
)

に
相
当
す
る

も
の
で
あ
り
、
特
定
個
人
情
報
フ
ァ

イ
ル
を
取
り
扱
う
に
あ
た
り
、
漏
え

い
等
の
発
生
の
リ
ス
ク
と
そ
の
影
響

を
自
ら
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
を
実

施
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し

て
、
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

よ
り
、「
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価

用語 定義
個人番号 

（マイナンバー）
住民票コードを変換して得られる番号であって、当該住民票コードが
記載された住民票に係る者を識別するために指定されるもの

個人情報

生存する個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生
年月日その他の記述等により特定の個人を識別することができるもの

（他の情報と容易に照合することができ、それにより特定の個人を識
別することができることとなるものを含む。）

個人情報 
ファイル

個人情報を含む情報の集合物であって、特定の個人情報を電子計算
機等を用いて検索することができるように体系的に構成したもの

特定個人情報 個人番号をその内容に含む個人情報

特定個人情報 
ファイル

個人番号をその内容に含む個人情報ファイル
※ 単に個人番号が含まれているテーブルのみを意味するのではなく、個人番号に

アクセスできる者が、個人番号と紐付けてアクセスできる情報を意味しており、
これが特定個人情報ファイルとなる。

図表1：番号法の用語の定義

出所：番号法、個人情報保護法の規定を元にNTTデータ経営研究所にて作成
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④ 

実
施
時
期

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
影
響
を
事
前
に
評

価
し
、
有
効
な
対
策
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
保
有
し

よ
う
と
す
る
前
に
、
特
定
個
人
情

報
保
護
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
特
定
個
人
情
報

保
護
評
価
の
結
果
を
受
け
、
シ
ス
テ

ム
設
計
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

シ
ス
テ
ム
の
要
件
定
義
段
階
ま
で
に

実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

具
体
的
に
は
、
シ
ス
テ
ム
用
フ
ァ
イ

ル（
要
件
定
義
、
基
本
設
計
、
詳
細

設
計
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
及
び
テ
ス
ト

の
段
階
を
経
て
運
用
さ
れ
る
フ
ァ
イ

ル
）、
そ
の
他
の
電
子
フ
ァ
イ
ル

（E
xcel

等
）で
実
施
時
期
が
異
な
っ

て
い
る
。（
図
表
２
）

⑤ 

行
う
べ
き
保
護
評
価

評
価
実
施
機
関
は
、
特
定
個
人

情
報
保
護
評
価
に
よ
っ
て
、
特
定
個

人
情
報
保
護
フ
ァ
イ
ル
を
取
り
扱
う

事
務
を
明
ら
か
に
し
、
特
定
個
人
情

報
の
漏
え
い
等
リ
ス
ク
に
つ
い
て
認

識
・
分
析
し
、
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ

て
い
る
。
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価

に
つ
い
て
は
、
一
律
に
評
価
項
目
が
定

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
へ
の
影
響
の
大
き
さ
等
を
踏
ま

え
、
し
き
い
値
判
断
に
よ
っ
て
義
務

付
け
ら
れ
る
評
価
項
目
が
異
な
っ
て

い
る
。
評
価
項
目
と
し
て
、「
基
礎
項

目
評
価
」「
重
点
項
目
評
価
」「
全
項

目
評
価
」の
3
種
類
の
評
価
が
あ

る
。

⑥ 
評
価
の
内
容

基
礎
項
目
評
価
で
は
、
事
務
の
概

要
、
シ
ス
テ
ム
の
名
称
、
特
定
個
人

情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称
等
の
関
連
情

報
に
加
え
、
し
き
い
値
判
断
項
目
、

し
き
い
値
判
断
結
果
を
記
載
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
定
個

人
情
報
の
漏
え
い
等
の
リ
ス
ク
を
認

識
し
、
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
適
切

な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認

の
う
え
、
宣
言
す
る
必
要
が
あ
る
。

重
点
項
目
評
価
で
は
、
事
務
の
内

容
、
シ
ス
テ
ム
の
機
能
、
特
定
個
人

情
報
フ
ァ
イ
ル
の
名
称
等
の
基
本
情

報
に
加
え
、
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ

ル
の
概
要（
名
称
、
委
託
等
）、
リ
ス

ク
対
策
等
の
記
載
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
リ
ス
ク
対
策
を
踏
ま
え
、
リ

ス
ク
軽
減
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を

講
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、

宣
言
す
る
必
要
が
あ
る
。

全
項
目
評
価
で
は
、
重
点
項
目

評
価
の
内
容
に
加
え
、
よ
り
詳
細
な

リ
ス
ク
分
析
等
の
記
載
が
求
め
ら
れ

る
。な
お
、全
項
目
評
価
に
つ
い
て
は
、

公
表
に
先
立
ち
、
国
民
の
意
見
聴
取

（
地
方
公
共
団
体
等
の
場
合
は
住
民

の
意
見
聴
取
）を
行
い
、
特
定
個
人

情
報
保
護
委
員
会
の
審
査
・
承
認

（
地
方
公
共
団
体
等
の
場
合
は
地
方

公
共
団
体
が
設
置
す
る
個
人
情
報

保
護
審
議
会
等
の
第
三
者
に
よ
る

点
検
）を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

⑦ 

評
価
後
の
取
り
組
み

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
を
行
っ

た
後
に
、
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

に
重
要
な
変
更
を
加
え
よ
う
と
す
る

時
や
、
し
き
い
値
判
断
が
変
わ
っ
た

時
に
は
、
新
た
に
特
定
個
人
情
報
保

護
評
価
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、少
な
く
と
も
1
年
に
1
回
、

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
書
を
見

直
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価

へ
の
対
応

① 

地
方
公
共
団
体

先
述
の
通
り
、
地
方
公
共
団
体

の
長
は
、
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

を
保
有
す
る
に
あ
た
り
、
特
定
個

人
情
報
保
護
評
価
に
向
け
て
対
応

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
具
体

的
に
は
、
図
表
3
に
示
す
一
連
の
業

務
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
特

定
個
人
情
報
保
護
評
価
は
シ
ス
テ
ム

の
要
件
定
義
ま
で
に
実
施
し
、
検
討

結
果
等
を
シ
ス
テ
ム
設
計
に
反
映
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

例
え
ば
、
評
価
書
に
も
掲
げ
ら
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
、
特
定
個
人
情

報
が
権
限
の
な
い
者
に
よ
っ
て
不
正
に

使
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
対
策

と
し
て
、
評
価
項
目
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
、
ユ
ー
ザ
ー
認
証
の
管
理

や
ア
ク
セ
ス
権
限
の
管
理
、
特
定
個

人
情
報
の
使
用
の
記
録
を
含
む
シ
ス

テ
ム
設
計
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

特定個人情報保護評価による 
個人情報保護のための取り組み
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い
る
ほ
か
、
個
人
情
報
保
護
法
上
の

安
全
管
理
措
置
を
取
る
必
要
が
あ

る
。な

お
、
将
来
的
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
範
囲
が
拡
大
し
、
民
間
事

業
者
が
情
報
連
携
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、
情
報
連
携
を

行
う
民
間
事
業
者
に
は
特
定
個
人

情
報
保
護
評
価
が
義
務
付

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

特
定
個
人
情
報
以
外
の

個
人
情
報
に
係
る
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
影
響
評
価

2
0
1
4
年
6
月
に

I
T
総
合
戦
略
本
部
は
、

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
利
活

用
に
関
す
る
制
度
改
正
大

綱
」を
決
定
し
た
。
こ
の
大

綱
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

影
響
評
価
の
実
施
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
特
定
個
人
情

報
保
護
評
価
の
実
施
状
況

を
踏
ま
え
、
今
後
継
続
し

て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

昨
今
の
個
人
情
報
流
出

付
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
番
号
法
に
お
い
て「
個
人

番
号
利
用
事
務
実
施
者
及
び
個
人

番
号
関
係
事
務
実
施
者
は
、
個
人

番
号
の
漏
え
い
、
滅
失
又
は
毀
損
の

防
止
そ
の
他
の
個
人
番
号
の
適
切
な

管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
規
定
さ
れ
て

② 

民
間
事
業
者（
個
人
番
号
関
係
事

務
実
施
者
）

民
間
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て「
情
報
連
携
を
行
う
事
業

者
」に
該
当
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
が
義
務

事
件
を
受
け
、
現
在
、
個
人
情
報

保
護
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
定

個
人
情
報
以
外
に
つ
い
て
も
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
影
響
評
価
に
係
る
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
改
修
等
を
行
う

に
あ
た
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響

評
価
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に

　

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
は
、

評
価
主
体
と
な
る
行
政
機
関
等
に

と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
評
価
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
か
ら
の
信
頼

の
向
上
や
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
施
策
に
よ
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
国
民
か
ら
の
信

頼
の
も
と
、「
公
平
・
公
正
な
社
会

を
実
現
す
る
社
会
基
盤
」と
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。	

J

図表2：特定個人情報保護評価の実施時期

シ
ス
テ
ム
用
フ
ァ
イ
ル

そ
の
他
の

電
子
フ
ァ
イ
ル

① 通常の場合

② 委員会による承認が
必要な特定個人情報
保護評価の場合

③ 経過措置
   （指針の適用の日から
6か月以内にプログラミ
ングを開始する場合）

本番データの取り扱い

本番データの取り扱い

出所 ：特定個人情報保護委員会事務局「特定個人情報保護評価指針の解説」を元にNTTデータ経営研究所にて作成

図表3：特定個人情報保護評価の流れ

出所 ： 特定個人情報保護委員会事務局「特定個人情報保護評価指針の解説」を元にNTTデータ経営研究所にて作成

③ 実施後の手続き

② 特定個人情報保護
　 評価の実施

① 計画管理書の作成 ● 特定個人情報を扱う事務、システムの把握

● しきい値判断
①対象人数、②取扱者数、③特定個人情報に関する重大事故の発生の有無に基づき、実施
すべき特定個人情報保護評価を判断

● 特定個人情報保護評価書の作成
特定個人情報を扱う事務のそれぞれについて、リスク評価
リスク評価結果に基づき、情報保護対策を検討

● 特定個人情報保護評価書について、必要に応じて、国民の意見聴取、特定個人情報保護委員
会の承認等の後、公表

● 特定個人情報保護ファイルの取り扱いに重要な変更を加えようとするときは、特定個人情報
保護評価を再実施
● しきい値判断の結果が変わり新たに重点項目又は全項目評価を実施するものと判断される
ときは、特定個人情報保護評価の再実施
● その他の変更が生じたときは、評価書を修正
● 少なくとも1年に1回は評価書の見直しを行うよう努める
● 5年経過前に特定個人情報保護評価を再実施するよう努める
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は
じ
め
に

国
民
一
人
ひ
と
り
に
一つ
の
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）を
付
し
て
、
社

会
保
障
や
税
、
災
害
対
策
分
野

で
活
用
す
る
こ
と
で
、
社
会
保
障

や
税
制
度
等
の
効
率
性
や
透
明

性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便

性
が
高
く
公
平
・
公
正
な
社
会

を
目
指
す
番
号
制
度
が
導
入
さ

れ
る
。
急
速
な
高
齢
化
・
少
子
化
、

女
性
の
社
会
進
出
、
雇
用
形
態

の
多
様
化
等
、
社
会
構
造
の
変

化
に
よ
っ
て
、
社
会
保
障
や
生
活

の
安
心
が
揺
ら
い
で
い
る
今
の
日

本
社
会
に
お
い
て
、
番
号
制
度
は

新
し
い
社
会
基
盤
と
な
り
う
る
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
。

社
会
保
障
の
な
か
で
医
療
等
分

野
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
は
今

後
の
検
討
事
項
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
高
齢
者
の
増
加
や
人
口

流
出
が
進
む
地
域
に
お
い
て
、
医

療
、
介
護
な
ど
の
生
活
基
盤
の

構
築
や
経
済
活
性
化
に
携
わ
っ
て

き
た
経
験
か
ら
す
る
と
、
筆
者
ら

は
番
号
制
度
の
定
着
と
今
後
の

活
用
の
広
が
り
に
期
待
し
て
い

る
。本

稿
で
は
、
地
域
医
療
に
お
け

る
情
報
連
携
や
情
報
連
携
基
盤

の
構
築
の
観
点
か
ら
、
番
号
制
度

へ
の
期
待
を
論
じ
て
み
た
い
。

番
号
制
度
に
お
け
る

医
療
分
野
の
位
置
づ
け

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
将
来
的
に
は

幅
広
い
行
政
分
野
で
利
活
用
す

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
も
の
の
、
現
時
点
で
は
、
社
会

保
障
制
度
、
税
制
、
災
害
対
策

に
関
す
る
分
野
の
主
に
行
政
事
務

に
つ
い
て
利
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
医
療
分
野
に
つ
い
て
は
医

療
保
険
が
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、

被
保
険
者
等
の
資
格
管
理
、
保

険
料
等
の
徴
収
、
保
険
給
付（
現

金
給
付
）等
が
利
用
範
囲
に
含
ま

れ
て
い
る
。
医
療
保
険
に
つ
い
て

は
急
激
に
進
行
す
る
少
子
高
齢

特
集
レ
ポ
ー
ト

NTTデータ経営研究所
社会システムコンサルティング部門
ライフ・バリュー・クリエイション 

コンサルティングユニット長
パートナー

本多 周一
HONDA, Syuichi

NTTデータ経営研究所
社会システムコンサルティング部門
ライフ・バリュー・クリエイション

コンサルティングユニット
シニアマネージャー

米澤 麻子
YONEZAWA, Asako

医
療
分
野
に
お
け
る

番
号
制
度
へ
の
期
待
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化
に
伴
っ
て
、
医
療
保
険
者
に
お

け
る
財
務
状
況
の
悪
化
が
進
ん
で

お
り
、
現
行
制
度
の
維
持
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
解
消
す
る
た
め
の一つ
と

し
て
、
番
号
制
度
に
よ
り
、
延
べ

1
8
0
0
近
く
も
の
医
療
保
険
者

（
市
町
村
国
保
を
含
め
る
と
約

3
4
0
0
）と
関
係
者
間
で
事
務

の
効
率
化
や
情
報
連
携
に
よ
る

デ
ー
タ
の
活
用
等
を
進
め
る
た
め

の
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
の
意

義
は
大
き
い
。
筆
者
ら
の
グ
ル
ー

プ
も
厚
生
労
働
省
の
受
託
事
業

と
し
て
医
療
保
険
者
の
番
号
制

度
対
応
を
ご
支
援
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

一
方
、保
険
給
付（
現
物
給
付
）、

保
健
事
業
、
診
療
情
報
等
の
医

療
分
野
は
現
時
点
で
は
利
用
範

囲
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

番
号
制
度
を
導
入
す
る
検
討
過

程
に
お
い
て
、
診
療
情
報
、
健
診

情
報
、
調
剤
情
報
等
は
機
微
な

医
療
情
報
で
あ
る
た
め
、
情
報
の

機
微
性
や
特
性
に
配
慮
し
た
特
段

の
措
置
を
定
め
る
法
制
を
整
備
す

る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
た
た
め
で

あ
る
。（
図
表
１
）

し
か
し
、
高
齢
化
・
少
子
化
が

進
行
す
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
国

民
皆
保
険
制
度
を
維
持
し
、
質

の
高
い
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
医
療
機

関
の
機
能
分
化
と
医
療
提
供
者

間
の
機
能
連
携
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
患
者
が
暮
ら
し
続
け
る
た

め
の
在
宅
医
療
・
介
護
体
制
の
整

備
、
感
染
症
か
ら
生
活
習
慣
病

と
い
う
疾
病
構
造
の
変
化
に
伴

い
、
患
者
等
が
自
分
の
医
療
・
健

康
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
健
康
を
維

持
管
理
す
る
環
境
整
備
等
が
重

要
で
あ
り
、
医
療
情
報
の
活
用
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
基
盤
整
備
は

欠
か
せ
な
い
。

医
療
等
分
野
に
お
け
る

番
号
制
度

医
療
情
報
活
用
の
具
体
例
を

ほんだ　しゅういち
大学病院、外資系製薬企業勤務
後、外資系コンサルティング企
業において製造業、印刷業、商
社、ソフトウエア開発等の中小
企業及び病院、医薬品、医療機
器メーカー等のコンサルティング
を担当。現在、NTTデータ経営
研究所にて、主に地域産業の活
性化と生活基盤整備に関するコ
ンサルティングを行っている。

こばやし　ようこ
会計事務所系の税理士法
人を経て2006年6月より
現職。主にマイナンバー
やヘルスケア分野の情報
化など今とこれからの暮
らしに役立つITのあり方
に関するコンサルティン
グと調査に携わる。

よねざわ　あさこ
大手保険会社においてヘルス
ケア領域の事業開発を経て現
職。遠隔医療、企業や保険者
の健康経営やメンタルヘルス、
地域の健康増進や疾病予防、
高齢化対策やケアマネジメント
を中心に医療・保健・福祉分
野のコンサルティング・調査に
取り組んでいる。専門はヘル
スケアビジネス、社会保障。

NTTデータ経営研究所
社会システムコンサルティング部門

ライフ・バリュー・クリエイション
コンサルティングユニット

シニアコンサルタント

小林 洋子
KOBAYASHI, Yoko

図表1：番号制度と医療等分野の関係

出所 ： 厚生労働省「医療等分野における番号制度の活用等について」（これまでの議論の経緯、研究会の検討事項等）
（第1回 医療等分野における番号制度の活用等に関する研究会 資料3）

税
社会保障

民間
現金情報 診療情報等

個人番号
（社会保障・税番号制度）

将来的に個人番号の
民間利用を検討

医療等分野
における
番号制度

社会保障・税分野の法定手
続に必要な情報について、
関係する行政機関間で情報
連携する仕組みを構築する。

社会保障・税番号法の附則
に、この法律の施行後３年
を目途として検討を行い、
必要な場合に所要の措置を
講ずるものとする旨を規定
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考
察
す
る
前
に
、
医
療
情
報
の

活
用
と
そ
の
た
め
に
個
人
を
一
意

に
識
別
す
る
番
号
の
導
入
に
つ
い

て
、
政
府
に
お
け
る
検
討
状
況
を

概
観
す
る
。2
0
1
2
年
4
月
に
、

「
社
会
保
障
分
野
サ
ブ
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
及
び
医
療
機
関
等
に

お
け
る
個
人
情
報
保
護
の
あ
り
方

に
関
す
る
検
討
会
」が
合
同
開
催

さ
れ
、
同
年
9
月
に
と
り
ま
と
め

ら
れ
た
報
告
書
に
お
い
て
、
①
医

療
等
分
野
で
は
情
報
を
利
活
用

す
る
必
要
性
が
高
い
反
面
、
取
り

扱
う
情
報
の
特
性
か
ら
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
異
な
る
医
療
等
分
野
の

み
で
使
え
る
番
号
や
安
全
で
分
散

的
な
情
報
連
携
の
基
盤
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
②
番
号
や

情
報
連
携
の
基
盤
に
つ
い
て
は
利

用
場
面
を
わ
か
り
や
す
い
形
で
提

示
し
、
必
要
性
を
含
め
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
、
と
さ
れ
た
。
こ

の
指
摘
を
踏
ま
え
、
2
0
1
4

年
5
月
に「
医
療
等
分
野
に
お
け

る
番
号
制
度
の
活
用
等
に
関
す

る
研
究
会
」が
設
置
さ
れ
、
年
内

に
一
定
の
結
論
を
得
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

番
号
制
度
の
活
用
に
関
す
る

議
論
に
お
い
て
は
、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」が
着
目
さ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
番
号
制
度
で
活
用
し
う
る
イ

ン
フ
ラ
に
は「
法
人
番
号
」、「
情

報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
符
号
を
含
む
）」、「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」、「
マ
イ
・
ポ
ー
タ
ル
」が

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
用
途
と
民
間

利
用
等
の
取
り
扱
い
が
異
な
っ
て

い
る（
図
表
２
）。
つ
ま
り
、
ユ
ー

ス
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
そ
の
も
の
を
使
う
こ
と
な
く
、

番
号
制
度
を
活
用
で
き
る
や
り

方
も
あ
る
点
は
注
目
す
べ
き
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。
前
述
し
た
研
究
会

に
お
い
て
も
、
視
認
性
の
あ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
電
磁
的
な
符
号
を

用
い
る
べ
き
か
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
証
明
書
シ
リ
ア
ル
番
号
と
符

号
の
関
連
付
け
に
よ
る
情
報
連
携

の
可
能
性
等
が
議
論
さ
れ
て
お

り
、
番
号
制
度
の
導
入
を
契
機

に
、
医
療
情
報
の
活
用
を
促
進
し

う
る
環
境
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
は

重
要
と
考
え
て
い
る
。

医
療
情
報
の
活
用
例
か
ら
見
る

番
号
の
可
能
性

前
述
し
た
よ
う
に
高
齢
化
・
少

子
化
が
進
行
す
る
わ
が
国
に
お
い

て
持
続
可
能
な
制
度
が
求
め
ら
れ

る
社
会
的
背
景
の
下
、
情
報
技
術

（
I
C
T
）の
進
歩
に
伴
い
、
医

療
情
報
の
活
用
は
医
療
課
題
の

解
決
を
支
援
す
る
方
策
と
し
て

進
み
つ
つ
あ
る
。
地
域
医
療
の
課

題
解
決
を
目
的
と
し
た
医
療
情

報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
医
療

費
適
正
化
を
目
指
し
た
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
に
お
け
る
分
析
は
、
医

療
情
報
活
用
の一
例
で
あ
る
。

活
用
を
進
め
る
際
に
常
に
話
題

と
な
る
の
が
、
個
人
を
一
意
に
識

別
す
る
番
号
へ
の
期
待
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
異
な
る
機
関
間
の
情
報

の
集
約
、
閲
覧
、
分
析
を
必
要

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
以
降
に
医

療
情
報
の
活
用
に
際
し
番
号
に
対

し
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
を
例
に
示
し
た

い
。

医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築

医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
地
域
の
医
療
資
源
を
有
効

に
活
用
し
医
療
提
供
体
制
を
確

保
す
る
た
め
に
地
域
医
療
連
携

を
進
め
る
際
の
手
段
の
一つ
で
あ

る
。
わ
が
国
で
は
高
齢
者
数
の
増

加
に
と
も
な
い
患
者
数
は
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
る
。
一
方
、
地
域

や
診
療
科
に
よ
る
医
師
の
偏
在
、

高
度
な
医
療
設
備
の
偏
在
や
不

足
、
地
域
拠
点
病
院
へ
の
患
者
の

集
中
等
の
た
め
、
十
分
な
医
療

提
供
体
制
を
準
備
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
は
、
全
て
の
地
域
に
同

水
準
の
高
度
な
医
療
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
が
現
実
的
に
難
し

く
、
地
域
に
お
け
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
を
新
た
な
段
階
へ
と
進
め
て

医療分野における
番号制度への期待
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※1 日本医師会総合政策研究機構（日医総研）「ITを利用した地域医療連携」全国調査

め
に
は
、
I
C
T
を
活
用
し
た
医

療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地

域
に
整
備
し
、
医
療
資
源
の
偏
在

や
不
足
を
補
い
効
果
的
に
活
用

す
る
た
め
の
体
制
を
築
く
こ
と
が

有
効
な
手
段
と
な
る
。

全
国
で
は
1
5
0
以
上
の
医
療

情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク※
１
が
既
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
実
態
と
し
て
稼
働
し
て
い
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
の
3
分
の
１

程
度
と
弊
社
は
推
測
し
て
い
る
。

導
入
し
て
い
て
も
利
用
者（
医
療

機
関
、
患
者
）が
少
な
い
、
運
営

費
が
確
保
で
き
な
い
、
必
要
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
必
要
な
情
報
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い

等
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

課
題
の
要
因
に
は
、
運
用
面
と

技
術
面
の
２
側
面
が
あ
る
。
運
用

面
で
は
、
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
目
的
や
目
的
達
成

の
た
め
の
仕
組
み
と
メ
リ
ッ
ト
、
必

要
な
情
報
と
シ
ス
テ
ム
、
構
築
方

法
、
普
及
方
策
、
構
築
組
織
が

定
義
さ
れ
て
お
ら
ず
、
参
加
者
で

携
」が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
更
に
高
齢
者
の
増
加
に

よ
り
医
療
と
介
護
・
福
祉
と
の
有

機
的
連
携
も
必
要
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な「
連
携
」を
実
現
す
る
た

い
く
た
め
に
は
、
住
民
の
医
療
を

個
々
の
医
療
機
関
の
み
で
完
結
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
内
、
地

域
を
超
え
て
適
切
な
医
療
を
提

供
で
き
る
体
制
、
す
な
わ
ち「
連

共
有
も
で
き
て
い
な
い
こ
と
や
、

運
営
体
制
や
ル
ー
ル
が
定
ま
っ
て
い

な
い
こ
と
、
収
益
源
・
課
金
体
系

が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
、
個
人
情

報
な
ど
の
取
り
扱
い
ル
ー
ル
が
未

整
備
で
あ
る
こ
と
等
が
あ
る
。
技

術
面
で
は
、
最
低
限
共
有
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
情
報
項
目
が
未
整

備
で
あ
る
こ
と
、
必
要
な
機
能
が

不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
高
コ
ス
ト

な
シ
ス
テ
ム
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
多
く
の
課
題
の
中

に
は
、
個
人
を
一
意
に
識
別
す
る

番
号
が
存
在
す
れ
ば
、
解
決
が

容
易
に
な
る
も
の
も
あ
る
。
異
な

る
医
療
機
関
間
を
同
一
患
者
が
紹

介
、
逆
紹
介
に
よ
り
移
動
し
た
際

に
、
現
在
は
、
各
医
療
機
関
が
持

つ
I
D
を
紐
づ
け
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
ロ
ジ
ッ
ク
を
開
発
し
た
り
、
名
前

と
生
年
月
日
を
手
作
業
で
照
合

し
た
り
し
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
コ

ス
ト
が
高
額
に
な
っ
た
り
正
確
性

を
担
保
で
き
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
る
。
特
に
生
活
習
慣
病
の
よ
う

インフラ 用途 民間利用の可能性

マイナンバー 名寄せ・突合 認められない 
（マイナンバー法改正が必要）

法人番号 名寄せ・突合 法的制約なし

情報提供ネットワークシステム 
（符号を含む）

システム上のみで用いられる 
電磁的な符号による 

名寄せ・突合情報保有機関等 
からの情報入手

認められない 
（マイナンバー法改正が必要）

個
人
番
号
カ
ー
ド

券面（基本4情報、顔写真、 
マイナンバー） 対面での本人確認 法的制約なし

公的個人認証サービス 
（証明用電子証明書） 非対面での本人確認 公的個人認証法の改正 

により民間開放される

公的個人認証サービス 
（署名用電子証明書）

電子申請時の署名 公的個人認証法の改正 
により民間開放される

基本4情報の確認 公的個人認証法の改正 
により民間開放される

マイ・ポータル 自己情報の入手、自己情報の 
提供、お知らせ・通知機能 法的制約なし

図表2：番号制度のインフラと用途、民間利用の取り扱い

出所：金融税制・番号制度研究会「金融所得一体課税とマイナンバー制度の推進」（2012年11月）に基づいてＮＴＴデータ経営研究所にて作成
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な
長
期
に
わ
た
る
患
者
情
報
の
捕

捉
が
必
要
な
場
合
に
は
、
こ
の
よ

う
な
業
務
の
効
率
化
は
不
可
欠
で

あ
る
。
個
人
を
一
意
に
識
別
す
る

こ
と
が
容
易
に
で
き
れ
ば
、
シ
ス

テ
ム
が
簡
素
に
な
り
、
運
用
も
簡

単
に
な
る
こ
と
か
ら
、
業
務
効
率

は
格
段
に
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
医
療
デ
ー
タ
の
紐
付
が
実

現
し
長
期
に
わ
た
る
デ
ー
タ
の
蓄

積
が
可
能
に
な
れ
ば
、
個
々
の
患

者
の
状
態
に
あ
っ
た
質
の
高
い
治

療
や
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
分
析
に
よ

る
政
策
の
立
案
・
運
営
に
役
立
て

る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
こ
の
た

め
、
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
お
い
て
個
人
を
一
意
に
識
別

す
る
番
号
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

保
険
者
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
、
健
康
寿

命
延
伸
や
医
療
費
適
正
化
を
目

的
に
、
健
康
保
険
組
合（
健
保
）

や
市
町
村
国
保（
国
保
）等
の
医

療
保
険
者
が
健
診
や
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
現
状
を
明
ら

か
に
し
、
加
入
者
個
々
の
状
態
に

応
じ
た
適
切
な
保
健
指
導
等
の

効
果
的
な
保
健
事
業
を
促
進
す

る
も
の
で
あ
る
。

同
一
健
保
内
の
健
診
や
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
情
報
は
、
加
入
者
番
号
で

一
意
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
分
析
が
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
健
保
間
を
ま
た
ぐ
転
職
の
場
合

や
退
職
し
て
国
保
に
移
る
場
合

は
、加
入
者
番
号
が
変
わ
る
た
め
、

そ
れ
ま
で
の
健
診
や
医
療
費
デ
ー

タ
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
現
状
で
は

難
し
い
。
加
入
者
が
継
続
し
て
受

け
て
き
た
保
健
指
導
の
記
録
や
蓄

積
し
た
歩
数
な
ど
の
生
活
習
慣

デ
ー
タ
も
、
転
職
や
退
職
を
契
機

に
途
切
れ
て
し
ま
う
状
態
に
あ

る
。
生
涯
に
わ
た
り
健
康
維
持
、

増
進
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ら
の
医
療
情
報
や
健

康
情
報
の
断
絶
が
障
壁
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

国
保
に
お
い
て
も
、
同
一
国
保

内
の
健
診
・
レ
セ
プ
ト
の
分
析
は

可
能
で
あ
る
が
、
国
保
の
レ
セ
プ

ト
と
後
期
高
齢
者
レ
セ
プ
ト
、
さ

ら
に
介
護
レ
セ
プ
ト
を
結
び
付
け

る
こ
と
は
、
加
入
者
の
番
号
が
異

な
る
こ
と
か
ら
困
難
な
状
況
に
あ

る
。
更
に
地
域
住
民
の
健
康
状

態
の
全
容
を
把
握
す
る
た
め
に

は
、
国
保
だ
け
で
な
く
、
当
該
地

域
に
住
む
加
入
者
の
所
属
す
る

健
保
や
協
会
け
ん
ぽ
の
情
報
が
必

要
と
な
る
も
の
の
、
保
険
者
間
の

加
入
者
の
番
号
が
異
な
り
、
住

所
デ
ー
タ
と
の
紐
づ
け
も
で
き
て

い
な
い
た
め
、
情
報
集
約
や
分
析

は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
保
険
者
に
お
い
て

も
、
複
数
の
保
険
者
が
個
々
に
加

入
者
番
号
を
管
理
し
て
い
る
た

め
、
継
続
的
な
情
報
に
基
づ
く

保
健
事
業
が
困
難
で
あ
る
。
個

人
を
一
意
に
識
別
す
る
番
号
が
実

現
す
れ
ば
、
医
療
保
険
者
を
含

む
関
係
者
間
の
事
務
の
効
率
化
の

み
な
ら
ず
、
加
入
者
の
健
康
増

進
を
促
進
す
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。以

上
の
よ
う
に
医
療
情
報
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
保
険
者
の
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
に
お
い
て
も
個
人
を
一

意
に
特
定
す
る
番
号
へ
の
期
待
は

大
き
い
が
、
様
々
な
難
し
い
課
題

が
山
積
し
て
い
る
。
個
人
情
報
の

漏
え
い
リ
ス
ク
へ
の
対
応
や
、
一
意

に
情
報
を
追
跡
可
能
で
あ
れ
ば
よ

い
情
報
と
個
人
を
特
定
す
る
必

要
が
あ
る
情
報
と
の
区
別
、
視
認

性
の
あ
る
番
号
を
用
い
る
べ
き
か
、

番
号
を
I
C
カ
ー
ド
に
よ
り
発
行

す
る
か
、
等
の
議
論
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
前
述

の
医
療
等
分
野
に
お
け
る
番
号

制
度
の
活
用
等
に
関
す
る
研
究

会
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

番
号
制
度
へ
の
期
待

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
事
を
整

理
す
る
と
、高
齢
者
の
増
加
に
伴
っ

て
患
者
は
増
え
る
わ
け
だ
が
、
現

医療分野における
番号制度への期待
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防
・
健
康
施
策
を
浸
透
さ
せ
て
予

防
的
行
動
や
健
康
維
持
を
図
る

事
が
重
要
で
あ
る
。
重
複
・
頻
回

受
診
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
現

在
で
は
、
多
く
の
場
合
診
療
情
報

が
医
療
機
関
に
閉
じ
て
お
り
、
保

険
者
等
に
集
積
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
お

よ
そ
把
握
で
き
る
も
の
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
は
な
い
と
い
う
問
題
と
、

抽
出
が
大
変
で
あ
る
な
ど
活
用
す

る
情
報
と
し
て
は
扱
い
に
く
い
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
番
号
制
度
の
導

入
に
よ
っ
て
個
人
デ
ー
タ
の
集
約

が
容
易
に
な
れ
ば
タ
イ
ム
リ
ー
な

指
導
等
が
可
能
に
な
る
と
期
待
さ

れ
る
。
早
期
発
見
に
つ
い
て
は
、

健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
の
活

用
が
有
用
で
あ
る
。
現
在
で
は
、

多
く
の
デ
ー
タ
が
単
年
度
毎
に
管

理
さ
れ
て
い
た
り
転
退
職
な
ど
で

保
険
者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は

デ
ー
タ
が
分
断
さ
れ
て
い
た
り
し

て
活
用
し
に
く
い
。
番
号
制
度
で

個
人
の
デ
ー
タ
を
紐
づ
け
る
事
が

で
き
れ
ば
経
年
変
化
を
追
う
こ
と

期
に
わ
た
る
場
合
は
、
状
態
変
化

に
合
わ
せ
て
医
療
機
関
を
移
動

す
る
事
が
必
要
に
な
る
。
円
滑
に

機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
患
者
の

移
動
だ
け
で
は
な
く
医
療
情
報

も
共
有
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
。

医
療
情
報
の
連
携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
が
必
須
と
な
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

い
て
は
、
患
者
と
情
報
を
一
体
的

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る（
当
該
患
者

の
情
報
を
担
当
医
療
機
関
で
参

照
で
き
る
）事
が
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
名

寄
せ
、
本
人
確
認
等
を
正
確
に
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
実
施
で
き
る
事
が

前
提
と
な
る
。
番
号
制
度
の
寄

与
は
大
き
い
。

第
二
に
、
医
療
需
要
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
あ
る
。
医
療
需
要
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
し
て
は
、
可
能
な
限

り
患
者
を
増
や
さ
な
い
と
い
う
事

が
あ
げ
ら
れ
る
。
短
期
的
に
は
、

重
複
・
頻
回
受
診
の
抑
制
や
早

期
発
見
に
よ
る
早
期
治
療
が
重

要
で
あ
り
、
中
長
期
的
に
は
、
予

在
の
人
口
推
移
か
ら
み
て
高
齢
者

数
は
一
時
的
増
減
は
あ
る
も
の
の
、

2
0
4
1
年
以
降
は
減
少
に
転

じ
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
施
設

整
備
等
で
の
対
応
は
将
来
的
に
供

給
過
剰
に
な
る
事
を
意
味
す
る
。

従
っ
て
、
ま
ず
、
可
能
な
限
り
今

の
供
給
体
制
で
乗
り
切
る
事
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
大
き
く
2
つ
の
取
り
組
み
を

有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
た
対
策
が

必
要
に
な
る
。

第
一
に
、
医
療
供
給
の
効
率
化

で
あ
る
。
効
率
化
に
は
、
患
者
の

状
態
に
合
わ
せ
て
適
切
な
医
療

機
関
で
受
診
す
る
仕
組
み
が
最

も
重
要
と
な
り
、
需
要
対
応
力

を
高
め
る
事
が
で
き
る
。
急
性
期

や
救
急
と
い
っ
た
高
度
医
療
は
大

病
院
な
ど
の
専
門
医
療
が
担
い
、

生
活
習
慣
病
の
日
常
管
理
や
風

邪
な
ど
の
軽
傷
に
対
す
る
医
療
は

か
か
り
つ
け
医
が
担
う
と
い
っ
た
仕

組
み
で
あ
る
。
一
時
的
な
病
気
で

あ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
個
別
で
受
診
す

れ
ば
良
い
わ
け
だ
が
、
治
療
が
長

が
可
能
と
な
る
。そ
の
結
果
、徐
々

に
悪
化
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ

と
等
が
明
確
に
で
き
、
早
期
受
診

や
予
防
へ
の
取
り
組
み
タ
イ
ミ
ン
グ

を
確
実
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と

が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
で
あ

る
。
予
防
だ
け
で
は
な
く
健
康
維

持
は
、
運
動
や
食
事
な
ど
の
取
り

組
み
に
対
す
る
改
善
状
況
が
見
え

に
く
い
。
ま
た
、
症
状
が
現
れ
て

い
な
い
状
況
で
の
取
り
組
み
に
は

そ
れ
な
り
の
決
意
と
努
力
が
求
め

ら
れ
る
。
デ
ー
タ
の
経
時
変
化
な

ど
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
は
、
取

組
者
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な

り
、
継
続
性
を
維
持
す
る
た
め
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

高
齢
化
・
少
子
化
の
時
代
で
医

療
を
継
続
的
に
確
保
す
る
た
め
に

有
用
と
な
る
方
策
を
考
え
る
う
え

で
、
番
号
制
度
は
、
縁
の
下
の
力

持
ち
と
し
て
大
い
に
役
立
つ
で
あ

ろ
う
と
期
待
し
て
い
る
。	

J
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NTTデータ経営研究所
金融戦略コンサルティング部門

金融コンサルティングユニット
アソシエイトパートナー

大野 博堂
OONO, Hirotaka

おおの　ひろたか
大手SIerでデリバティブ取引管理システ
ムなどの企画に従事した後、当時の大蔵
省にて金融マーケットを中心にマクロ経
済分析を担当。平成18年より現職。計
量経済分析や事業戦略立案ほか、BCP
やマイナンバー、地域活性化などをキー
ワードに、公共分野と金融分野の連携ビ
ジネスの支援にも取り組む。

2
0
1
6
年
1
月
よ
り
導
入
予

定
の
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
以

下
、「
番
号
制
度
」）だ
が
、
金
融
機

関
で
は
、
法
定
調
書
の
出
力
対
象

と
な
る
商
品
が
数
多
く
存
在
し
、

顧
客
一
人
ひ
と
り
の
個
人
番
号
の
取

得
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム

面
、
業
務
面
い
ず
れ
も
相
応
の
制

度
対
応
負
担
が
生
じ
る
見
通
し

だ
。反

面
、
金
融
機
関
で
は
、
膨
大

な
量
の
書
類
が
飛
び
交
う
住
宅
ロ
ー

ン
手
続
き
で
の
審
査
書
類
の
簡
素

化
や
効
率
化
が
実
現
さ
れ
る
な
ど
、

コ
ス
ト
増
に
と
ど
ま
り
が
ち
で
あ
っ

た
こ
れ
ま
で
の
制
度
対
応
と
は
色

彩
が
異
な
っ
て
も
い
る
。
現
下
、
政

府
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
個
人

番
号
の
民
間
開
放
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
番
号
制
度
導
入
当
初
か
ら

容
認
さ
れ
る
法
人
番
号
の
活
用
に

よ
り
、
一
層
の
融
資
業
務
高
度
化
へ

の
期
待
も
膨
ら
む
。

義
務
的
対
応
と

番
号
の
民
間
開
放

番
号
制
度
開
始
の
2
0
1
6
年

1
月
時
点
で
は
、
個
人
番
号
の
民

間
事
業
で
の
利
用
は
制
限
さ
れ
る
。

個
人
番
号
の
利
用
拡
大（
民
間
活

用
）に
つ
い
て
は
、
番
号
を
個
人
に

通
知
す
る
2
0
1
5
年
10
月
よ
り

3
年
後
を
目
途
に
、
そ
の
段
階
で

の
法
律
の
施
行
状
況
等
を
踏
ま
え

て
検
討
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
利
用
拡
大
推
進
に
向
け
、
政

府
の
動
き
は
既
に
活
発
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
番
号

制
度
を
更
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
政
府
の
I
T
総
合
戦
略

本
部
新
戦
略
推
進
専
門
調
査
会
の

下
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
分
科
会
が
設

置
さ
れ
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
分
科
会
で
は
、

①
戸
籍
事
務
、
②
旅
券
事
務
、
③

預
貯
金
口
座
へ
の
付
番
、
④
医
療
・

介
護
・
健
康
情
報
の
管
理
・
連
携
、

⑤
自
動
車
登
録
事
務
を
個
人
番
号

の
利
用
範
囲
拡
大
検
討
対
象
と
し

て
取
り
上
げ
、
2
0
1
4
年
秋
頃

を
目
途
に
、
検
討
状
況
が
政
府

C
I
O
に
報
告
さ
れ
る
見
通
し

だ
。ま

た
利
用
者
の
特
定
個
人
情
報

等
の
閲
覧
を
可
能
と
す
る
情
報
提

供
等
記
録
開
示
シ
ス
テ
ム「
マ
イ
・

特
集
レ
ポ
ー
ト

法
人
番
号
活
用
に
よ
る

更
な
る
融
資
業
務
高
度
化
へ
の
期
待
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数
だ
け
異
な
る
金
融
機
関
か
ら
同

様
の
番
号
提
供
要
請
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。

あ
る
日
郵
便
受
け
を
開
け
た
ら

10
も
の
金
融
機
関
か
ら
一
様
に
個
人

番
号
の
提
供
を
求
め
る
郵
便
物
が

届
き
、
個
別
に
返
送
せ
ね
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
、
辟へ

き
え
き易

さ
せ
ら
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
個
人
に
対

し
て
番
号
が
通
知
さ
れ
る
の
は

2
0
1
5
年
10
月
か
ら
の
予
定
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
金
融
機
関
が
法

定
調
書
を
提
出
す
る
期
限
ま
で
に

効
率
的
に
番
号
を
収
集
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
例
え
ば
、「
生
命
保
険
契

約
等
の
一
時
金
の
支
払
調
書
」「
生

命
保
険
契
約
等
の
年
金
の
支
払
調

書
」
等
の
場
合
、
提
出
期
限
の

2
0
1
7
年
1
月
31
日
ま
で
に
番

号
を
収
集
、
記
載
す
る
必
要
が
あ

る
。本

人
確
認
作
業
も
煩
雑
化
し
そ

う
だ
。
こ
れ
ま
で
全
国
銀
行
協
会

で
は
、
取
引
に
際
し
て
顧
客
に
提

示
を
求
め
る
本
人
確
認
書
類
を
、

個
人
、
法
人
そ
れ
ぞ
れ
に
峻
別
し

て
定
義
し
て
き
た
。
数
多
く
存
在

す
る
本
人
確
認
書
類
に
、
今
後
は

更
に
番
号
制
度
対
応
と
し
て「
個

人
番
号
カ
ー
ド
」
ま
た
は「
通
知

カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
等
の
公
的

機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の

書
類
」ま
た
は「
個
人
番
号
が
記
載

さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
ま
た
は
住

民
票
記
載
事
項
証
明
書
＋
運
転
免

許
証
等
の
公
的
機
関
が
発
行
し
た

顔
写
真
付
き
の
書
類
」が
追
加
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
顔
写
真

付
き
の
本
人
確
認
書
類
が
な
い
場

合
は
、
顔
写
真
が
な
い
本
人
確
認

書
類
の
提
示
を
２
つ
以
上
受
け
る

こ
と
に
な
る
他
、
具
体
的
に
本
人

確
認
書
類
と
し
て
認
め
ら
れ
る
書

類
の
中
に
は
個
人
番
号
利
用
事
務

実
施
者（
国
税
庁
等
）が
認
め
た
も

の
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
本
人
確

認
書
類
が
増
え
多
様
化
す
れ
ば
、

金
融
機
関
に
お
け
る
真
正
性
確
認

な
ど
の
手
間
を
要
す
る
こ
と
と
な

り
、
金
融
機
関
の
店
頭
業
務
は
複

雑
化
す
る
。

こ
う
い
っ
た
課
題
へ
の
対
応
と
し

て
、
個
々
の
金
融
機
関
が
同
一
顧
客

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
収
集
す
る

の
で
は
な
く
、
窓
口
や
手
続
き
を
一

本
化
す
る
こ
と
で
、
顧
客
負
担
の

（eesti.ee

）が
実
現
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
金
融
機
関
に
特
化
し

た
検
討
と
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
金
融
商
品
の
開

発
ス
ピ
ー
ド
の
増
加
や
、
顧
客
一
人

ひ
と
り
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
新
た
な
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
型
商
品
開
発
な
ど
へ
の

応
用
が
期
待
で
き
る
。

短
期
間
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

番
号
収
集
と
本
人
確
認

勢
い
、
将
来
的
な
民
間
活
用
へ

と
金
融
機
関
の
期
待
は
膨
ら
む
わ

け
だ
が
、
目
先
の
課
題
と
し
て
ま

ず
は
2
0
1
6
年
1
月
に
向
け
た

義
務
的
対
応
を
迅
速
に
こ
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
義
務
的
対
応
で
の
金
融
機
関

の
代
表
的
な
課
題
と
し
て
、
番
号

収
集
と
本
人
確
認
を
取
り
上
げ

る
。対

象
と
な
る
取
扱
商
品
に
よ
っ
て

も
異
な
る
も
の
の
、
法
人
、
個
人

を
問
わ
ず
、
金
融
機
関
は
顧
客
か

ら
番
号
を
原
則
都
度
収
集
す
る
必

要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の

口
座
を
有
す
る
個
人
は
、
口
座
の

ポ
ー
タ
ル
」に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て

い
る
。
政
府
は
マ
イ
・
ポ
ー
タ
ル
の

利
用
開
始
を
2
0
1
7
年
1
月
と

予
定
し
て
お
り
、
①
自
分
の
特
定

個
人
情
報
を
い
つ
、
誰
が
、
な
ぜ

情
報
提
供
し
た
の
か
を
確
認
で
き

る
情
報
提
供
記
録
表
示
機
能
、
②

行
政
機
関
等
が
持
っ
て
い
る
自
分
の

特
定
個
人
情
報
に
つ
い
て
確
認
で
き

る
自
己
情
報
表
示
機
能
、
③
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
行
政
機
関
な
ど
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
表
示
す
る
プ
ッ

シ
ュ
型
サ
ー
ビ
ス
、
④
行
政
機
関
な

ど
へ
の
手
続
を
一
度
で
済
ま
せ
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
の
4
機
能
の

提
供
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
海
外
で
も
マ
イ
・
ポ
ー
タ

ル
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
既
に
提
供

さ
れ
て
お
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は

2
0
0
7
年
に
税
・
社
会
保
障
・

医
療
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル

（B
orger.dk

）が
導
入
さ
れ
て
い

る
他
、
エ
ス
ト
ニ
ア
で
も
、
国
民

I
D
カ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ロ
グ
イ

ン
し
、
各
行
政
機
関
が
保
有
す
る

自
分
の
個
人
デ
ー
タ
を
閲
覧
し
た

り
、
い
つ
、
誰
が
参
照
し
た
か
を
確

認
し
た
り
で
き
る
市
民
ポ
ー
タ
ル
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軽
減
や
重
複
投
資
の
排
除
が
図
ら

れ
、
ひ
い
て
は
制
度
対
応
負
担
の

緩
和
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

業
界
横
断
的
な
対
応
の
場
合
、
異

な
る
利
害
の
解
決
に
時
間
を
要
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

例
え
ば
、
業
界
団
体
が
音
頭
を
取

り
、
顧
客
へ
の
啓
発
・
告
知
や
本

人
確
認
書
類
の
共
通
化
を
行
う
と

と
も
に
、
業
界
団
体
が
番
号
収
集

窓
口
の
機
能
を
担
う
こ
と
も
有
効

だ
ろ
う
。

検
討
が
進
む
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
策

と
こ
ろ
で
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に

類
似
す
る
も
の
と
し
て
は
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）が

既
に
存
在
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

住
基
カ
ー
ド
の
累
積
交
付
枚
数
は

2
0
1
4
年
3
月
末
時
点
で

8
3
4
万
枚
に
と
ど
ま
る
。
し
か

も
、
失
効
カ
ー
ド
な
ど
を
除
外
し

た
実
際
に
利
用
が
可
能
な
有
効
枚

数
は
6
6
6
万
枚
に
し
か
過
ぎ
ず
、

普
及
し
て
い
る
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠

い
の
が
現
状
だ
。

そ
こ
で
、
2
0
1
4
年
６
月
24

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
Ｉ
Ｔ

総
合
戦
略
本
部
の「
世
界
最
先
端

Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
」の
改
定
工

程
表
に
は
、
新
た
に
個
人
番
号
カ
ー

ド
普
及
促
進
施
策
が
追
加
さ
れ

た
。
暮
ら
し
に
関
係
す
る
公
的
サ
ー

ビ
ス
お
よ
び
国
家
資
格
等
の
資
格

証
明
に
係
る
カ
ー
ド
類（
健
康
保
険

証
、
国
家
資
格
な
ど
）を
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
集
約
す
る
も
の
で
、
16

年
１
月
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

開
始
以
降
、
順
次
一
元
化
を
行
う

と
さ
れ
て
い
る
。

住
基
カ
ー
ド
の
普
及
が
進
ま
な
い

背
景
に
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
一
枚

あ
た
り
の
交
付
手
数
料
と
し
て

5
0
0
円
～
1
0
0
0
円
な
ど
を

徴
求
し
て
い
る
な
ど
、
個
人
に
行
政

コ
ス
ト
を
転
嫁
し
て
い
る
と
い
っ
た
事

情
も
あ
る
。
こ
う
し
た
住
基
カ
ー
ド

に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
普
及
に
向
け
た
試

み
と
し
て
、
初
回
交
付
時
に
個
人

の
費
用
負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
等
、
民
間
が
発
行
す
る
カ
ー
ド
に

つ
い
て
も
、
国
民
や
民
間
事
業
者
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
と
の一
体
化
が
政
府
に
て
検
討
さ

れ
て
お
り
、
利
便
性
の
向
上
も
期

待
さ
れ
る
。
併
せ
て
、
印
鑑
証
明

カ
ー
ド
や
図
書
館
な
ど
の
施
設
利

用
カ
ー
ド
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
へ
の

集
約
に
つ
い
て
も
、
自
治
体
の
独
自

施
策
と
し
て
推
進
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
個
人
番
号
を
含
む
個
人

情
報
は「
特
定
個
人
情
報
」と
さ

れ
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
目
的
以

外
で
の
要
求
・
提
供
・
取
得
・
保

管
等
が
禁
止
さ
れ
る
。
個
人
番
号

は
個
人
を
一
意
に
特
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
流
出
時
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大

き
い
。
金
融
機
関
で
は
取
引
の
際

に
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
の
取
得

や
、
イ
メ
ー
ジ
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
シ
ス
テ

ム
で
ス
キ
ャ
ン
す
る
と
い
っ
た
事
務

作
業
が
多
数
あ
る
が
、
個
人
番
号

が
記
載
さ
れ
た
書
類
の
取
り
扱
い

に
関
し
て
は
、
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
、
住
民
票
な
ど
に
比
べ
、

厳
格
な
管
理
が
必
要
と
な
ろ
う
。

法
人
番
号
を
活
用
し
た

更
な
る
融
資
業
務
高
度
化
へ

番
号
制
度
対
応
を
取
り
巻
く
現

状
は
数あ

ま
た多

の
課
題
も
横
た
わ
り
、

金
融
機
関
に
と
っ
て
相
応
の
負
荷
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、

一
方
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
も
成
り

得
る
。

幸
い
に
し
て
制
度
導
入
当
初
よ

り
法
人
番
号
の
利
用
は
容
認
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
金
融
機
関
は
事
務

負
担
の
軽
減
や
法
人
向
け
営
業
活

動
の
効
率
化
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
展
開
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

融
資
業
務
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

中
心
と
な
っ
て
き
た
定
点
観
測
に
よ

る
企
業
の
財
務
評
価
に
加
え
、
企

業
活
動
を
フ
ロ
ー
ベ
ー
ス
で
捉
え
る

よ
う
な
枠
組
み
も
可
能
と
な
る
。

既
に
欧
米
で
は
輸
出
入
型
企
業
向

け
に
、
製
商
品
受
注
か
ら
納
品
・

決
済
ま
で
の
期
間
長
期
化
に
伴
う

リ
ス
ク
を
担
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の一
類
型
と
し
て
P
O
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
な
ど
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
フ
ァ

法人番号活用による
更なる融資業務高度化への期待
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た
が
っ
て
、
商
流
と
金
流
と
の
情
報

連
携
不
備
に
よ
る
消
込
業
務
の
煩

雑
さ
を
解
決
す
る
こ
と
が
共
通
課

題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
法
人
番
号
の
活
用
に

よ
り
、
各
企
業
が
独
自
に
割
り
当

て
て
い
る
取
引
先
企
業
コ
ー
ド
な
ど

を
企
業
の
枠
を
超
え
て
一
本
化
し
、

取
引
先
企
業
情
報
を
一
意
に
特
定

し
た
う
え
で
、
銀
行
が
保
有
す
る

個
別
企
業
の
支
払
情
報
と
の
紐
付

け
を
容
易
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
ま
ず
は
取
引

情
報
の一
覧
性
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
、
さ
ら
に
次
の
段
階
で
受
発

注
情
報
な
ど
に
基
づ
き
企
業
活
動

を
精
緻
に
分
析
・
評
価
す
る
こ
と

で
適
切
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
実
現
が

可
能
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
目
先
に
迫
っ
た
課
題

の
横
断
型
な
解
決
の
在
り
方
の
ほ

か
、
法
人
番
号
の
活
用
策
の一つ
と

し
て
の
融
資
業
務
高
度
化
の
可
能

性
に
つ
い
て
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
を
一
例
と
し
て
取
り
上
げ

関
で
の
利
用
は
難
し
い
。
同
様
に
、

企
業
コ
ー
ド
も
独
自
の
定
義
付
け

が
な
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
系
列
を

超
え
て
、
あ
る
い
は
金
融
機
関
が

利
用
し
や
す
い
体
系
で
の
必
要
情

報
の
取
得
は
困
難
な
の
が
現
状
だ
。

た
だ
し
、
企
業
間
で
は
X
M
L

に
基
づ
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
が
普
及

し
て
お
り
、
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

X
M
L
化
も
推
進
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
X
M
L
を
ベ
ー
ス
に

E
D
I
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
金
流
・
商
流
の
情
報

連
携
を
実
現
す
る
大
き
な
助
力
と

な
る
だ
ろ
う
。

実
際
、
金
流
と
商
流
は
そ
れ
ぞ

れ
独
自
に
情
報
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
整
備
し
て
き
た
が
、
連
携
す
る

仕
組
み
自
体
が
未
だ
確
立
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
課
題
と
し
て
認
識
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
双
方
の
有
意
連
携
へ

の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
流
通
業
界
に
お
い
て

は
、
い
わ
ゆ
る「
仕
入
高
払
い
」と

い
っ
た
商
慣
行
な
ど
も
み
ら
れ
、
結

果
と
し
て
入
金
額
と
認
識
債
権
額

に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
な
ど
、
改
善

の
余
地
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。
し

イ
ナ
ン
ス
と
は
、「
部
材
購
入
→
組

立
・
生
産
→
流
通
→
販
売
→
請
求
」

と
い
っ
た
取
引
情
報
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
、
企
業
が
日
々
必
要
と
す
る
運

転
資
金
を
適
宜
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
融
資
ス
キ
ー
ム
を
指

す
。
主
と
し
て
、
輸
出
企
業
に
お

け
る
資
金
回
収
や
調
達
の
迅
速
さ

を
支
援
す
る
目
的
で
活
用
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
商
流
情
報
を
分
析
し
た

う
え
で
、
企
業
が
求
め
る
資
金
需

要
を
迅
速
に
把
握
し
、
速
や
か
に

融
資
を
実
行
す
る
、
と
い
っ
た
モ
デ

ル
と
な
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
は
国
内
で
の
企

業
活
動
、
な
か
で
も
流
通
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
念
頭
に
、
法
人
番
号

を
利
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
プ
ラ
ン

を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

金
融
機
関
が
企
業
の
個
別
取
引

情
報
を
取
得
す
る
場
合
、
E
D
I

等
で
交
換
さ
れ
る
企
業
間
の
受
発

注
情
報
を
電
子
的
に
活
用
す
る
こ

と
が
理
想
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
受

発
注
情
報
の
根
幹
と
な
る
企
業
間

メ
ッ
セ
ー
ジ
自
体
、
企
業
系
列
単
位

で
個
別
に
定
義
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
金
融
機

た
。当

初
よ
り
容
認
さ
れ
る
法
人
番

号
の
活
用
の
ほ
か
、
将
来
的
な
番

号
の
民
間
開
放
は
、
個
人
か
ら
パ
ー

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
得
た
場
合
に
限
定
し

た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
金
融
商
品
の

提
供
な
ど
、
従
前
の
金
融
機
関
と

顧
客
と
の
関
係
を
大
き
く
変
貌
さ

せ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

金
融
機
関
の
み
な
ら
ず
顧
客
ニ
ー

ズ
も
十
分
に
吸
い
上
げ
、
双
方
が
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
た
め
の
仕
組

み
作
り
が
望
ま
れ
る
。	

J
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NTTデータ経営研究所
法人戦略コンサルティング部門

情報戦略コンサルティングユニット
ビジネスソリューションコンサルティンググループ

マネージャー

河本 敏夫
Kawamoto, Toshio

かわもと　としお
総務省を経て現職。中長期の成長戦略
立案、新規事業開発、事業構造改革を
得意とする。通信・メディア・エネルギー・
教育・ヘルスケアなど幅広い領域が守備
範囲。著書に『マイナンバー　社会保障・
税番号制度－課題と展望』、『ソーシャルメ
ディア時代の企業戦略と実践』（ともに、
金融財政事情研究会）など。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
期
待
さ

れ
る
”
質
的 

“な
特
徴
と
は
？

― 

”お
も
て
な
し 

“は

      

謳う
た

い
文
句
で
終
わ
る
の
か
―

東
京
で
の
開
催
は
、
1
9
6
4

年
以
来
２
度
目
と
な
る
が
、
当
時

と
今
回
で
は
意
味
合
い
が
違
う
。

1
9
6
4
年
は
戦
後
の
復
興
を
経

て
ま
さ
に
先
進
国
の
仲
間
入
り
を

し
よ
う
と
す
る
日
本
を
、
発
展
途

上
国
の
模
範
と
し
て
示
そ
う
と
い
う

狙
い
・
期
待
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

「
新
幹
線
」「
首
都
高
速
」「
東
京
モ

ノ
レ
ー
ル
」と
い
っ
た
都
市
イ
ン
フ
ラ
が

整
備
さ
れ
、「
ハ
ー
ド
重
視
」の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。「
発
展
途
上
国
型

の
五
輪
」と
い
え
よ
う
。
2
0
2
0

年
は
、「
イ
ン
フ
ラ
ク
ラ
イ
シ
ス
」「
環

境
問
題
」「
少
子
高
齢
化
」な
ど
先

進
国
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対

し
て
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
、
課
題

先
進
国
に
お
け
る「
成
熟
国
型
の

五
輪
」と
し
て
、「
ソ
フ
ト
・
サ
ー
ビ

ス
」に
よ
る
課
題
解
決
を
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ソ
フ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
く

見
返
り
な
し
の「
お
も
て
な
し
」の
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
ど
う
定
着
さ
せ
る
か
が
企
業

に
求
め
ら
れ
る
役
割
だ
。

	Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
が
期
待

さ
れ
る
領
域 

ソ
フ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け

る
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
向
け
て
、

I
T
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。
自
民
党
・
I
T
戦

略
特
命
委
員
会
で
も
、
今
年
６
月

「
デ
ジ
タ
ル
・
ニ
ッ
ポ
ン
2
0
1
4
」

を
ま
と
め
て
2
0
2
0
年
に
向
け

た
I
T
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し

よ
う
と
し
て
い
る
し
、
政
府
の
I
T

戦
略
本
部
の「
世
界
最
先
端
I
T

国
家
創
造
宣
言
」の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ

ヤ
ー
も
2
0
2
0
年
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
、【
メ
デ
ィ

ア
・
コ
マ
ー
ス
】【
観
光
・
交
通
】【
健

康
・
運
動
】分
野
を
取
り
上
げ
て
、

I
T
技
術
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

具
体
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
・
2
0
2
0

年
に
向
け
て
期
待
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

レ
ポ
ー
ト

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

× 

Ｉ
Ｔ
の
可
能
性

～
2
0
2
0
年
に
向
け
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
～
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W
i-F
i

整
備
も
加
速
す
る
だ
ろ

う
。従
来
以
上
に「
パ
ー
ソ
ナ
ル
」「
マ

ル
チ
デ
バ
イ
ス
連
携
」「
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
」の
要
素
が
重
要
に
な
る
。

ま
た
、
通
貨
の
壁
を
超
え
た
、
簡

易
決
済
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
も
高
ま

る
だ
ろ
う
。（
図
表
１
）

 

A
pple

な
ど
の
参
入
に
よ
り
、
従

来
放
送
局
|
広
告
代
理
店
| 

T
V
メ
ー
カ
ー
が
作
り
上
げ
て
き
た

モ
デ
ル
が
瓦
解
す
る
の
は
目
に
見
え

て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
変

化
も
大
き
い
。
2
0
2
0
年
頃
に

は
現
在
主
流
の
４
Ｇ
／
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の

次
の
世
代（
５
Ｇ
）の
実
用
化
が
始

ま
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た

の
例
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

【
メ
デ
ィ
ア
・
コ
マ
ー
ス
】

ま
ず
大
き
く
変
わ
る
の
は
テ
レ
ビ

の
存
在
感
だ
。
単
に
高
精
細
な
４

Ｋ
／
８
Ｋ
テ
レ
ビ
が
普
及
す
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
T
V
と
い
う
デ
バ

イ
ス
の
形
が
既
成
概
念
と
異
な
る

も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。G

oogle

や

【
観
光
・
交
通
】

観
光
関
連
は
、
ハ
ー
ド
重
視
か
ら

ソ
フ
ト
重
視
へ
の
シ
フ
ト
が
特
に
顕

著
で
あ
り
、
今
回
の
五
輪
で
の
成

否
が
１
つ
の
試
金
石
と
な
る
だ
ろ

う
。
こ
の
分
野
で
着
目
す
べ
き

I
T
技
術
と
し
て
、
屋
内
測
位
技

術（iB
eacon

な
ど
）が
挙
げ
ら
れ

る
。
”コ
ン
テ
ン
ツ 

“
と
”
場 

“
と 

”
人 

“
が
、
よ
り
面
的
・
立
体
的

に
連
携
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら

だ
。
ま
た
、
都
市
の
限
ら
れ
た
社

会
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
す
る

た
め
に
、
空
い
て
い
る
リ
ソ
ー
ス
と

需
要
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
結
合
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
よ
う
な「
シ
ェ
ア
」の
発

想
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
さ
ら
に
、
外
国

人
観
光
客
を
想
定
し
た
場
合
、「
言

語
の
壁
」が
大
き
い
。
多
言
語
対
応

サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
も
高
ま
る
だ
ろ

う
。（
図
表
２
）

 【
健
康
関
連（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
）】

ス
ポ
ー
ツ
用
品
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

サ
ー
ビ
ス
関
連
の
需
要
増
が
期
待

さ
れ
る
。
健
康
長
寿
社
会
を
迎
え

図表1：今後期待されるサービス（例）　【メディア・コマース】

メ
デ
ィ
ア
・
コ
マ
ー
ス

認
知

興
味
・
関
心

購
買

① 動画広告サービス

② 映像同期型マルチ 
スクリーンサービス

③ 簡易型 
決済サービス

スマートTVやデジタルサイネージ等の動画再生デバ
イスとスマートフォンやウェアラブルデバイスを連携さ
せて、新たな広告視聴体験を創出するサービス

（イオンのタッチネットなど）

音声等により放送番組を識別し、放送内容に沿った
情報をスマートフォンやタブレット等の可搬型のデバ
イスに配信するサービス

（マルチスクリーン型放送研究会「Synccast」など）

スマートフォンアプリ等を活用して、「レジに並ぶこと」
や「日本円を持ち歩くこと」無しに気軽に買い物ができ
る環境が整う

（モバイルPOSレジ、顔パス認証など）

図表2：今後期待されるサービス（例）　【観光・交通】

観
光
・
交
通

移
動

滞
在

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

① ロケーションベース
案内サービス

② P2Pシェア型 
サービス

③ ＡＲ型 
自動翻訳サービス

既にO2O（Online to Offline）サービスが普及して
いるが、今後は、サイネージ等のPull型のメディアと
Push型のiBeaconの組み合わせによりきめ細かい
サービス提供が可能になる

（競技場案内や災害時対応など）

個人が提供できる商品やサービスをネット上で仲介で
きるような場を提供するスタイルが加速するだろう 

（自宅を旅人に貸す空き部屋シェアサイト「Airbnb」や
タクシー配車サービス「Uber」など）

外国人が安心して旅行できるように標識や看板等を
自動で翻訳表示してくれるサービス

図表3：今後期待されるサービス（例）　【健康関連（ヘルスケア）】

出所：ＮＴＴデータ経営研究所にて作成

健
康
・
運
動

予
防

管
理

実
践

① 遺伝子解析サービス

② 生活モニタリング
サービス

③ 簡易型運動環境 
提供サービス

遺伝子情報の解析により病気になりやすいリスクを
事前に発見できるサービス（すでにDeNA、Yahoo!
が参入）。今後、医療・保険分野との連携によるビ
ジネスモデルの進化が期待される。 

食事の履歴や生活リズムなどの情報を、スマートフォ
ンやウェアラブルデバイスで簡単に記録し、効果的
な健康管理を行うサービス。
いかにストレスなくモニタリングできるか、どのよう
な付加価値を提供するかがポイント。

デジタルコンテンツや体感型デバイスを用いて、気
軽にいつでもどこでもリアリティあるエクササイズを
可能とするサービス（あるいは街中の各所で小規模な
スペースを物理的に提供してもよい）

31　Info-Future® No.44 September 2014



る
に
あ
た
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
食
事
・
睡
眠
・
美
容

な
ど
の
健
康
関
連
全
般
の
市
場
拡

大
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
実
際
、

2
0
0
8
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
富
裕
層
を
中
心
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
と
い
う
話
だ
。

こ
の
分
野
で
注
目
す
べ
き
I
T
技

術
は
、
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
だ
ろ
う
。

歩
数
計
、
体
組
成
計
に
始
ま
り
、

心
拍
数
や
血
糖
値
、
ス
ト
レ
ス
ま
で

測
る
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

収
集
で
き
る
情
報
の
種
類
・
量
が
一

定
の
水
準（
閾
し
き
い

値
）を
超
え
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
成
長
が
鈍
か
っ
た
市

場
に
、
急
激
な
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
が

訪
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
遺
伝
子

解
析（
ゲ
ノ
ム
）分
野
の
技
術
革
新

も
無
視
で
き
な
い
。（
図
表
３
）

 技
術
起
点
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

作
り
あ
げ
る
に
は
？

I
T
へ
の
期
待
は
高
ま
る
ば
か
り

だ
が
、
実
際
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
作

り
上
げ
る
こ
と
は
、
そ
う
簡
単
で

は
な
い（
そ
も
そ
も
誰
で
も
簡
単
に

で
き
る
な
ら
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
ら
な

い
）。
以
降
に
、
目
標
達
成
に
向
け

た
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
。

① 

自
社
の
事
業
領
域
に
関
わ
る
先

進
技
術
を
知
る

（
ス
ポ
ー
ツ
、食
品
、観
光
、流
通
、

医
療
な
ど
）非
I
T
企
業
が
自
社

の
事
業
に
お
い
て
、
I
T
を
活
用

し
た
新
規
事
業
を
創
出
し
た
い
と
い

う
場
合
、
ま
ず
は
世
の
中
に
I
T

技
術
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
存

在
す
る
の
か
、
全
体
像
を
理
解
す

る
こ
と
が
肝
心
だ
。
一
般
に
、
事
業

会
社
か
ら
見
え
て
い
る
I
T
技
術

は
、
新
聞
や
雑
誌
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
既
に
業
界
の
ト
レ
ン
ド

と
な
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

よ
く
あ
る
例
と
し
て
、
社
長
が
日

本
経
済
新
聞
を
み
て「
お
い
、
他
社

で
は
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
る
ら
し

い
ぞ
。
我
が
社
も
や
ら
な
い
の
か
」

と
担
当
部
門
に
指
示
を
出
し
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
だ
す
と
い
う
も

の
。
こ
れ
で
は
、
既
に
普
及
し
コ
モ

デ
ィ
テ
ィ
化
し
た
技
術
を
後
追
い
で

採
用
す
る
に
過
ぎ
ず
、
競
争
優
位

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
を

変
え
る
起
爆
剤
と
な
り
う
る
先
進

技
術
に
目
を
つ
け
て
、
早
い
う
ち
か

ら
囲
い
込
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。
一
方
で
、
あ
ま
り
先
の
未
来
を

見
過
ぎ
て
い
て
も
実
用
化
の
目
途

が
立
た
ず
夢
物
語
に
終
わ
っ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。

ま
た
、先
進
技
術
を
知
る
う
え
で
、

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」や「
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ

ル
」な
ど
のbuzzw

ord

に
惑
わ
さ

れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
も
気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
が
重

要
で
何
が
重
要
で
な
い
の
か
と
い
う

取
捨
選
択
の
判
断
が
重
要
で
あ
り
、

技
術
と
し
て
の
成
熟
度
や
自
社
事

業
と
の
親
和
性
等
の
観
点
か
ら
の

「
目
利
き
」が
求
め
ら
れ
る
。

② 

技
術
が
提
供
可
能
な「
価
値
」

を
知
る

技
術
起
点
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
で

の
失
敗
は
、
技
術
者（
開
発
者
）に

よ
る
想
定
利
用
シ
ー
ン
や
想
定
ニ
ー

ズ
に
基
づ
い
て
製
品
化
・
商
品
化
し

て
し
ま
う
こ
と
に
起
因
す
る
場
合

が
多
い
。
我
々
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら

見
て「
魅
力
的
な
技
術
」を
持
っ
て

い
て
も
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
を
間
違

え
て
い
る
、
売
り
方
が
地
味
過
ぎ

る
、
な
ど「
も
っ
た
い
な
い
」使
い
方

を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
当
該

技
術
が
持
つ「
本
質
的
な
価
値
」を

理
解
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
市
場
へ

の
進
出
や
よ
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
訴
求

す
る
商
品
の
開
発
が
実
現
す
る
だ

ろ
う
。

技
術
の「
価
値
」を
最
大
限
発
揮

し
て
成
功
し
た
事
例
と
し
て
、
住
友

ス
リ
ー
エ
ム
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

元
「々
暑
さ
対
策
」と
し
て
開
発
さ

れ
た
窓
ガ
ラ
ス
用
の
フ
ィ
ル
ム
技
術

を
、地
震
災
害
時
の「
飛
散
防
止
」、

「
省
エ
ネ
」、「
防
犯
」、「
寒
冷
地
で

の
断
熱
」な
ど
へ
利
用
シ
ー
ン
・
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
市

場
開
拓
し
て
き
た
。

③ 

”
競
争
ル
ー
ル 

“
と 

”
勝
ち
パ

タ
ー
ン 

“
を
知
る

採
用
す
べ
き
技
術
と
狙
う
べ
き

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
定
ま
っ
た
ら
、
次
は 

”
ど
う
戦
う
か 

“
だ
。
競
争
市
場

に
お
い
て
は
、
多
様
な
競
争
変
数

東京オリンピック × ＩＴの可能性
～2020年に向けて、イノベーションを起こそう～
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※1　タイムマシン経営･･･海外で成功したビジネスモデルを国内にいち早く持ち込む経営手法。

シ
ョ
ン
が
な
い
な
ど
）と
組
む
こ
と
が

必
要
に
な
る
。

ど
の
よ
う
な
相
手
と
組
む
の
が
望

ま
し
い
の
か
、
ま
ず
ど
の
よ
う
に
コ

ン
タ
ク
ト
を
と
る
べ
き
か
、
ど
う
す

れ
ば
魅
力
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

認
め
て
も
ら
え
る
か
、
と
い
っ
た
論

点
を
ク
リ
ア
に
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
関
係
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
戦
略
と
し
て
特
徴
的

な
ケ
ー
ス
と
し
て
、
N
T
T
ド
コ
モ

と
オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
合
弁
に
よ

る
ド
コ
モ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
設
立
が
挙
げ

ら
れ
る
。
N
T
T
ド
コ
モ
が
有
す
る

「
顧
客
基
盤
」「
販
売
チ
ャ
ネ
ル
」「
コ

ン
テ
ン
ツ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｆ
」と
、
オ
ム
ロ
ン
ヘ

ル
ス
ケ
ア
が
持
つ「
ヘ
ル
ス
デ
ー
タ
測

定
技
術
」を
組
み
合
わ
せ
て
、「
ス
マ

ホ
向
け
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス
」を
実

現
し
た
。

非
I
T
と
I
T
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
実
現
さ
れ
る
効
果
・
効
用

の
１
つ
が
、
リ
ア
ル
・
バ
ー
チ
ャ
ル
の

連
携
・
融
合
で
あ
る
。「
ネ
ッ
ト
と
リ

ア
ル
の
融
合
」が
い
わ
れ
て
久
し
い

が
、
ま
だ
ま
だ
変
革
の
余
地
は
大

が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
技
術
だ
け

で
勝
て
る
ほ
ど
甘
く
な
い
。

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
市
場
に
送
り

出
す
際
に
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み

や
仕
掛
け
を
打
っ
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
対
象
市
場
に
お
け
る
競
争
の

ル
ー
ル
を
知
り
、
勝
利
を
も
ぎ
と
る

た
め
の 
”
勝
ち
パ
タ
ー
ン
“
を
見

極
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ア
ッ
プ
ル
は
、iP

od

を

作
っ
た
が
、
製
品
と
し
て
た
だ
販
売

す
る
だ
け
で
な
く
、iT

unes
と
い

う
音
楽
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
作
っ
た
。

大
手
レ
ー
ベ
ル
と
交
渉
し
て
膨
大
な

楽
曲
を
手
に
入
れ
、
1
曲
わ
ず
か

2
ド
ル
と
い
う
格
安
で
販
売
し
、

ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
魅
力
的
な
コ
ン
テ

ン
ツ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し

た
。
情
報
機
器
の
市
場
で
は
、
そ

れ
を
使
っ
て
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

普
及
さ
せ
る
こ
と
が 

”
勝
ち
パ

タ
ー
ン
“
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
大
規
模
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
際
に

米
国
で
成
功
し
て
い
るY

ahoo!

を

日
本
に
輸
入
し
た
。「
タ
イ
ム
マ
シ
ン

経
営※
１

」が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
黎
明
期

に
お
け
る 

”
勝
ち
パ
タ
ー
ン 

“
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。

④ 

有
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
を
獲

得
す
る

非
I
T
企
業
で
あ
れ
、
技
術
を

有
す
る
I
T
企
業
で
あ
れ
、
I
T

を
活
用
し
た
新
規
事
業
・
新
規
サ
ー

ビ
ス
を
開
発
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
社
に
と
っ
て
未
経
験
・
不
得
手

な
領
域
に
飛
び
出
す
こ
と
を
意
味

す
る
。

非
I
T
企
業
は
、
自
社
が
競
争

優
位
と
し
て
取
り
込
む
べ
き
技
術
を

「
逆
引
き
」し
て
発
掘
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
。
発
掘
し
た
技
術
を

保
有
す
る
企
業
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
味
方
に
つ
け
る
こ
と
で
、
競
合
他

社
に
差
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
技
術
を
有
す
る
I
T
企

業
は
、「
顧
客
」を
持
っ
て
い
る
企
業

や
、
自
社
が
持
っ
て
い
な
い
機
能
を

持
っ
て
い
る
企
業（
例
え
ば
優
れ
た

デ
バ
イ
ス
は
あ
る
の
に
ア
プ
リ
ケ
ー

き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

「
的
確
な
戦
略
」と「
迅
速
な

実
行
」で
勝
ち
組
に
な
れ

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」は
、
多
様

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
分

野
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、「
ハ
コ
モ
ノ
」と
異

な
り
大
会
開
催
中
だ
け
で
な
く
、

準
備
期
間
や
開
催
後
に
も
活
か
さ

れ
る
。
的
確
な
戦
略
と
迅
速
な
実

行
が
伴
え
ば
、
企
業
の
新
た
な
成

長
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所

で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
I
T
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

た
い
、
と
い
う
仲
間
を
募
集
し
て
い

る
。
本
稿
に
ご
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
、
是
非
一
度
ご
相
談
い
た
だ
き

た
い
。	

J
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は
じ
め
に

国
内
市
場
の
成
熟
や
新
興
国
の

急
速
な
経
済
成
長
に
伴
い
日
系
企
業

の
グ
ロ
ー
バル
進
出
が
加
速
し
て
い
る
。

生
産
拠
点（
工
場
）の
敷
設
、
地
域

市
場
に
販
売
網
を
有
す
る
企
業
の

買
収
、
地
域
の
各
拠
点
を
統
括
す

る
リ
ー
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ッ
ド
ク
オ
ー
タ
ー

（R
-H
Q

）の
設
置
等
に
よ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
全
体
で
の
組
織
形
態
は
大
き
く

変
貌
し
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
シ
ス
テ
ム

（
I
T
）や
I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
延

長
線
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
い
う

I
T
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
ず
、

む
し
ろ
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
足あ
し
か
せ枷

に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
さ
え
も
有
り
得
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
I
T
や

I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
最
適
整
備
は

重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

実
際
に
大
手
日
系
企
業
か
ら
は
、

「
経
営
か
ら
I
T
部
に
対
し
て
、
自

社
の
I
T
や
I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
す

る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
」、「
各
海

外
拠
点
に
I
T
部
を
保
有
し
て
お
く

べ
き
か
、
日
本
に
集
約
す
べ
き
か
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
」等
の
声
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バル

化
の
加
速
に
あ
わ
せ
、
ま
さ
に
今
直

面
し
て
い
る
喫
緊
の
課
題
と
言
え
る
。

”
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル 

“
で
の
最
適

整
備
で
は
、グ
ロ
ー
バル・ヘッ
ド
ク
オ
ー

タ
ー(G

-H
Q
)

、R
-H
Q

、
各
拠
点

と
I
T
部
門
の
組
織
階
層
が
深
い
た

め
に
、
単
に
中
央（G

-H
Q

）に
権
限

を
集
中
す
る
の
か
、
各
拠
点
に
権
限

を
分
散
さ
せ
る
の
か
で
は
な
く
、

G
-H
Q

が
リ
ー
ジ
ョ
ン
や
拠
点
の
I
T

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ど
の
程
度
関
与
す
る

の
か
が
検
討
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。
ま
た
、
組
織
階
層
ご
と
に
経

営
層
/
業
務
部
門
/
I
T
部
門
が

存
在
し
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
多
い
た

め
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
合
意
形

成
も
ポ
イ
ン
ト
の一つ
で
あ
る
。

我
々
は
日
系
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
の
特
性
を
踏
ま
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル

I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
会

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
、
当

社
で
は
N
T
T
デ
ー
タ
、
ク
ニエ
と
共

同
で
、
大
手
日
系
企
業
8
社
に
お
い

て
グ
ロ
ー
バル
レ
ベル
で
の
I
T
や
I
T

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
整
備
を
さ
れ
て
い
る

担
当
者
と
と
も
に
研
究
会
を
発
足

し
、
2
0
1
3
年
度
に
全
5
回
の

研
究
会
を
開
催
し
た
。
真
に
活
用
で

き
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た

め
に
は
、
実
際
に
企
業
が
I
T
や

I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
を
検

討
す
る
際
に
、
何
を
考
慮
し
て
何
を

検
討
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
エッ
セ
ン
ス

を
取
り
込
む
こ
と
が
有
効
だ
と
考
え

た
た
め
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
検
討
ア
プ
ロ
ー
チ

範
囲
が
国
内
で
あ
ろ
う
と
グ
ロ
ー
バ

ル
で
あ
ろ
う
と
、
I
T
が
ビ
ジ
ネ
ス

を
支
援
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
変

わ
り
な
く
、
I
T
や
I
T
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
在
り
方
は
、
や
は
り
ビ
ジ
ネ
ス

を
起
点
に
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
図
表
1
で
示
す
と
お
り
、グ
ロ
ー

バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
目
指
す
姿
、
そ
れ

を
支
え
る
I
T
の
あ
る
べ
き
姿
、

I
T
の
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
す
る
た

め
に
最
適
な
I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
、

レ
イ
ヤ
ー
別
に
順
に
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
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グ
ロ
ー
バ
ル
I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
目
指
す
姿
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

海
外
の
先
進
企
業
で
は
、
例
え
ば

I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
イ
ヤ
ー
に
焦
点

を
あ
て
、
研
究
会
を
通
じ
て
構
築
し

た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
紹
介
す
る
。

I
T
投
資
管
理
の
領
域
で
は
、
一
定

金
額
以
上
の
I
T
投
資
案
件
は
全

てG
-H
Q

が
投
資
判
断
を
実
施
し
て

い
る
等
、R

-H
Q

や
拠
点
に
て
行
う

I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
対
し
て
、

G
-H
Q

が
強
く
関
与
す
る
こ
と
が
多

い
。
一
方
、
日
系
企
業
に
お
い
て
は
、

G
-H
Q

が
中
央
集
権
的
に
強
く
関
与

す
る
の
が
必
ず
し
も
目
指
す
姿
と
は

言
え
ず
、
む
し
ろ
ど
の
程
度
関
与
す

る
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
議
論
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
、G

-H
Q

が

R
-H
Q

や
拠
点
の
I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
ど
の
程
度
関
与
す
る
か（
以
下 

”
管
理
の
強
さ 

“
と
呼
ぶ
）に
着
目

し
て
、
具
体
的
な
管
理
態
勢
・
管
理

方
法
の
パ
タ
ー
ン
を
定
義
す
る
こ
と

と
し
た
。
I
T
戦
略
策
定
・
管
理
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
等
の
I
T
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
業
務
領
域
ご
と
に
、
管
理

が
弱
い
状
態
か
ら
強
い
状
態
ま
で
の
レ

ベ
ル
1
～
6
の
6
段
階（
6
つ
の
パ

タ
ー
ン
）を
定
義
し
た
。

例
え
ば
、「
I
T
戦
略
策
定
・
管

理
」に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バル
I
T
戦

略
の
有
無
や
そ
の
記
載
内
容
の
範
囲

（
リ
ー
ジ
ョ
ン
の
戦
略
も
含
む
か
）、

やぶき　とものり
SIerにてシステム開発・運用を経験後、2008
年より現職。民間企業を対象としたITマネジメン
トコンサルティングに従事。ユーザ企業におけ
るIT戦略策定、IT投資管理、上流工程の標準化
支援、PMO支援など幅広くサポートを実施。

さいとう　かつや
大学院卒業後、NTTデータ経営研究所入社。
ユーザ企業のIT活用力強化をテーマに、製造業、
運輸業、金融業など様々な業界のグローバルIT
マネジメント、IT戦略、IT投資管理、IT組織、
等に関するプロジェクトに従事。

図表2：“管理の強さ”のフレームワーク

出所 ：『グローバルITマネジメント研究会』にて作成

管理の強さ 強弱

IT戦略
策定・管理 リージョン間整合性非確

認

グローバルIT戦略に基づ
くリージョン個別IT戦略

グローバルIT戦略なし/
リージョン間整合性確認

リージョンIT戦略

グローバルIT戦略なし/リ
ージョン間整合性非確認

リージョン個別
IT戦略

グローバル/リージョンIT
戦略なし

ローカル個別
IT戦略

リージョン間整合性確認

グローバルIT戦略に
基づくリージョンIT戦略 

個別リージョンIT戦略な
し

グローバル/リージョン
統合IT戦略

4321 5 6

IT予算
管理 G-HQがリージョン含め

たIT予算を策定/リージョ
ン間の整合性非確認

グローバルHQ主体の
個別IT予算管理

R-HQがローカル含めた
IT予算を策定/リージョン
間の整合性確認

リージョンHQ主体の
IT予算管理

R-HQがローカル含めた
IT予算を策定/リージョン
間の整合性非確認

リージョンHQ主体の
個別IT予算管理

G-HQ/R-HQ/ローカル
がそれぞれ独自にIT予算
を策定

ローカル個別
IT予算管理

G-HQがリージョン含め
たIT予算を策定/リージョ
ン間の整合性確認

グローバルHQ主体の
IT予算管理

G-HQがリージョンの予
算も含むグローバル予算
を策定

グローバル/リージョン
統合IT予算管理

外部委託先
管理・
調達管理

G-HQが策定したポリシー
に基づきR-HQでルールを
策定し、ローカルが実行

グローバルポリシーに基
づくリージョン個別外部
委託管理/ローカル実行

R-HQごとにポリシー・
ルールを策定し、R-HQが
実行

リージョンHQ主体の
外部委託管理/実行

R-HQごとにポリシー・
ルールを策定し、ローカル
が実行

リージョンHQ主体の
外部委託管理/
ローカル実行

各拠点ごとに独自ポリシ
ー・ルールを策定

ローカル個別
外部委託管理/実行

G-HQが策定したポリシ
ーに基づきR-HQでルー
ルを策定し、R-HQが実行

グローバルポリシーに基づく
リージョン個別外部委託

管理/実行
G-HQでポリシー・ルー
ルを策定し、G-HQが実
行

グローバル統合
外部委託管理/実行

セキュリティ
管理 G-HQが策定したポリシー

に基づきR-HQでルールを
策定

グローバルポリシー
に基づくリージョン個別
セキュリティ管理

R-HQごとにポリシー・
ルールを策定し、G-HQ
が監査

リージョンHQ主体の
セキュリティ管理/
グローバル監査

R-HQごとにポリシー・
ルールを策定

リージョンHQ主体の
セキュリティ管理

各拠点ごとに独自ポリシ
ー・ルールを策定

ローカル個別
セキュリティ管理

G-HQが策定したポリシー
に基づきR-HQでルールを
策定し、G-HQが監査

グローバルポリシーに基づ
くリージョン個別セキュリテ
ィ管理/グローバル監査

G-HQでポリシー・ルー
ルを策定

グローバル統合
セキュリティ管理/実行

IT-BCM
(事業継続管理) G-HQが策定したポリシー

に基づきR-HQでルールを
策定

グローバルポリシー
に基づくリージョン
個別IT-BCM

R-HQごとにポリシー・
ルールを策定し、グロー
バル全体で効果検証

リージョンHQ主体の 
IT-BCM/グローバル効

果検証
R-HQごとにポリシー・
ルールを策定

リージョンHQ主体の 
IT-BCM

各拠点ごとに独自ポリシ
ー・ルールを策定

ローカル個別
IT-BCM

G-HQが策定したポリシ
ーに基づきR-HQでルー
ルを策定し、グローバル
全体で効果検証

グローバルポリシーに基づく
リージョン個別IT-BCM/
グローバル効果検証

G-HQでポリシー・ルー
ルを策定

グローバル統合 
IT-BCM

IT人材
管理・配置

G-HQがIT人材を管理把
握しているが、リージョン
内IT人材のアサイン権限
はR-HQが保持

リージョンHQ主体の
IT人材管理・配置
（G-HQ把握）

R-HQがIT人材を管理把
握し、リージョン内IT人材
のアサイン権限も保持

リージョンHQ主体の
IT人材管理・配置

R-HQがIT人材を管理把
握し、リージョン内IT人材
のグローバルPJへのアサ
イン権限のみ保持

リージョン主体の
IT人材管理・配置
（IT定常業務は除く）

ローカルがIT人材を管理
把握し、ローカルIT人材
のグローバルPJ、定常業
務へのアサイン権限保持

ローカル個別
IT人材管理・配置

G-HQがIT人材を管理把
握し、リージョン内IT人材
のグローバルPJへのアサ
イン権限のみ保持

グローバル統合
IT人材管理・配置
（IT定常業務は除く）

G-HQが全てのアサイン
権限を保持

グローバル統合
IT人材管理・配置

個別IT投資
管理 リージョン個別投資は投資目的等に応じてG-HQ或いはR-HQが投資判断

リージョン/グローバルのハイブリットIT投資管理

R-HQがローカルのIT投
資を管理

リージョン個別
IT投資管理

リージョン/ローカル個別
のIT投資はそれぞれが独
自管理

ローカル個別
IT投資管理

リージョン個別投資は
G-HQが一元管理

グローバル/リージョン
統合IT投資管理
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図表1：自社のグローバルITマネジメントの検討アプローチ

出所 ：『グローバルITマネジメント研究会』にて作成

検討アプローチ(検討順序)

本稿でフレームワークを紹介する領域

グローバルビジネス
の目指す姿

グローバルでの
ITの目指す姿

グローバルでの
ITマネジメントの目指す姿

検討方法・内容

ITや ITマネジメントの目指す姿の検討に先駆けて、自
社のグローバルでのビジネス展開の方向性を確認する
● グローバル経営管理に関する志向
● グローバル・サプライ・チェーンに関する志向
● グローバル顧客管理に関する志向 等

グローバルビジネスの目指す姿などをもとに、ITの目
指す姿ついて、どのシステムをどの範囲（グローバル
、リージョン、ローカル）で集約・統合していくかの観
点から検討する

グローバルでの ITの目指す姿などをもとに、ITマネジ
メントの目指す姿について、IT戦略策定・管理やIT投
資管理等の業務領域毎に、グローバル全体でどのよう
に管理していくかの観点から検討
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自社に適した説得力のある 
グローバルITマネジメントの整備に向けて

リ
ー
ジ
ョ
ン
I
T
戦
略
間
で
の
整
合

性
確
保
の
有
無
の
観
点
か
ら 

”
管
理

の
強
さ 

“
を
定
義
し
た
。
具
体
的
に

は
、
最
も
管
理
が
弱
い
レ
ベ
ル
1
は
、

「
ロ
ー
カ
ル
個
別
I
T
戦
略
」と
定
義

し
た
。こ
れ
は
、グ
ロ
ー
バル
や
リ
ー
ジ
ョ

ン
レ
ベ
ル
の
I
T
戦
略
は
存
在
せ
ず
、

各
拠
点
が
個
別
に
I
T
戦
略
を
策

定
・
管
理
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
一

方
、
最
も
管
理
が
強
い
レ
ベ
ル
6
は
、

「
グ
ロ
ー
バル
/
リ
ー
ジ
ョ
ン
統
合
I
T

戦
略
」と
定
義
し
た
。こ
れ
は
、グ
ロ
ー

バ
ル
I
T
戦
略
と
リ
ー
ジ
ョ
ン
I
T
戦

略
を
統
合
し
た
1
つ
の
I
T
戦
略
を

G
-H
Q

が
策
定
・
管
理
し
て
い
る
状

態
で
、
グ
ロ
ー
バル
レ
ベル
で
の
管
理
は

最
も
強
い
と
言
え
る
。
レ
ベ
ル
2
～

5
に
つ
い
て
も
、
徐
々
に
グ
ロ
ー
バル
レ

ベ
ル
で
の
管
理
が
強
く
な
る
よ
う
に
、

管
理
態
勢
・
管
理
方
法
を
定
義
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
定
義
を「
I
T
戦
略

策
定
・
管
理
」、「
I
T
予
算
管
理
」、

「
個
別
I
T
投
資
管
理
」、「
外
部
委

託
先
管
理
・
調
達
管
理
」、「
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
管
理
」、「IT-BCM

（
事
業
継

続
管
理
）」及
び「
I
T
人
材
管
理
・

配
置
」に
つ
い
て
行
い
、
図
表
2
で
示

す
と
お
り
、
”
管
理
の
強
さ 

“
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
整
理
し
て
い
る
。

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

活
用
シ
ー
ン
・
効
果

実
際
に
本
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
、
そ
れ
に
よ
り
ど
の

よ
う
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
か
に
つ

い
て
説
明
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
I
T
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
整
備
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

①
現
状
把
握
、
②
目
指
す
姿
の
策

定
、
③
実
現
施
策
の
検
討
、
④
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
策
定
の
4
段
階
を
想
定

し
て
お
り
、
各
段
階
で
次
の
よ
う
に

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
活
用
で
き
る
と
想

定
し
て
い
る
。

先
ず
①
現
状
把
握
で
は
、
自
社
の

現
状
の 

”
管
理
の
強
さ 

“
が
ど
の
レ

ベ
ル
に
該
当
す
る
か
を
評
価
・
マッ
ピ

ン
グ
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

次
に
②
目
指
す
姿
の
策
定
で
は
、
ど

の
レ
ベ
ル
を
目
指
す
か
を
検
討
・
マッ

ピ
ン
グ
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

自
社
が
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
す
る
企
業
に
お

け
る
レ
ベル
を
マッ
ピ
ン
グ
す
る
等
が
で

き
れ
ば
、
目
指
す
レ
ベ
ル
の
検
討
に

役
立
つ
。③
実
現
施
策
の
検
討
で
は
、

現
状
及
び
目
指
す
姿
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

可
視
化
し
、
そ
の
ギ
ャッ
プ
を
埋
め
る

た
め
に
必
要
な
施
策
を
抽
出
す
る
。

各
施
策
が
ど
の
ギ
ャッ
プ
を
埋
め
る
た

め
に
必
要
か
を
可
視
化
す
る
こ
と
は

施
策
優
先
度
の
検
討
等
に
お
い
て
役

立
つ
。
最
後
に
④
ロ
ー
ド
マッ
プ
の
策

定
で
は
、
抽
出
し
た
施
策
に
つ
い
て

投
資
規
模
や
効
果
、
実
現
難
易
度

等
の
観
点
か
ら
多
面
的
に
評
価
し
優

先
度
を
判
定
し
た
う
え
で
、
ロ
ー
ド

マッ
プ
と
し
て
整
理
す
る
。

①
～
④
の
い
ず
れ
の
段
階
で
も
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
成
功
要
因
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
際

に
共
通
言
語
と
し
て
本
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
識

齟そ

ご齬
を
回
避
し
円
滑
に
調
整
が
で
き

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、

現
状
と
目
指
す
姿
を
1
枚
で
可
視
化

で
き
る
た
め
、
経
営
層
や
I
T
部
門

ト
ッ
プ
等
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
レ
ベル
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
活
用
し

や
す
い
点
が
特
徴
で
あ
る
。

”
管
理
の
強
さ 

“
を
決
定
す
る

た
め
に
考
慮
す
べ
き
要
因

グ
ロ
ー
バ
ル
I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

整
備
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
で
、
最
も

重
要
な
プ
ロ
セ
ス
は
、
②
目
指
す
姿

の
策
定
で
あ
ろ
う
。
ゴ
ー
ル
の
設
定

を
間
違
え
れ
ば
、
優
れ
た
施
策
も

無
駄
な
投
資
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

I
T
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
役
割

を
担
う
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
I
T
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
目
指
す

姿
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
の
方
向
性
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す

る
I
T
の
方
向
性（
グ
ロ
ー
バ
ル
や

リ
ー
ジ
ョ
ン
で
の
集
約
・
統
合
の
方
向

性
）に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。実

際
に
研
究
会
に
お
い
て
も
、

「R
-H
Q

が
P
/
L
責
任（
収
益
責

任
）を
持
っ
て
い
る
た
め
、R

-H
Q

主

導
で
I
T
戦
略
の
策
定
や
予
算
管

理
を
実
施
し
て
い
る
」、「
南
ア
ジ
ア

で
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
環
境
変
化
が
非
常

に
早
く
、G

-H
Q

に
投
資
判
断
を
仰

い
で
い
る
と
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
間
に

合
わ
な
い
た
め
、
I
T
投
資
管
理

はR
-H
Q

主
導
で
実
施
し
て
い
る
」

等
、
目
指
す
姿
を
検
討
す
る
う
え

で
考
慮
す
る
べ
き
要
因
に
関
す
る
議

論
が
多
く
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、

「
P
/
L
責
任
の
所
在
」や「
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
」を
目
指

す
姿
の 

”
決
定
要
因 

“
と
定
義
し
、

CIOへのメッセージ 第16回



図表3：各業務領域の目指す姿の“決定要因”

出所 ：『グローバルITマネジメント研究会』にて作成

IT戦略
策定・管理

各情報システムの
共通化パターン
グローバル共通シ
ステム、リージョン
共通システム、ロー
カル独自システムの
どのパターンのシス
テムが多いか？

R-ＨＱ(リージョンＣＥＯ)の
Ｐ/Ｌ責任の有無

R-HQにP/L責任(収益責任)があるか？(権
限と責務の一致の観点から、P/L責任があ
る組織に投資権限等を与えることが望ま
しい)

グローバルやリージョンでの
ITパートナーの有無

特定のグローバルITパートナーやリージョ
ンITパートナーが存在するか？

各リージョンやローカルシステムの
事業上の重要度

日本本社の財務諸表監査や内部統制監査の対象になる
重要システムがリージョンやローカルに配置しているか？

グローバルサプライチェーンの有無
グローバルサプライチェーンを構築してい
るか？(している場合はグローバル全体で
IT-BCMを実施することが望ましい)

R-ＨＱの成り立ち
R-HQがM&Aをした拠点か、日本本社が
直接進出した拠点か？

ビジネス環境変化の
影響範囲

環境変化の影響範囲は主にグローバル
全体か、主にリージョン内に留まるか、主
にローカル内に留まるか？

グローバルで連携するデータの
特性(機密性等)

グローバルで個人情報や企業秘密等の
機密性の高いデータを連携しているか？

事業継続リスク・脅威の多様性
リスクや脅威がリージョンやローカルに
より大きく異なるか？(多様な場合はグ
ローバル全体で管理することが非効率)

ビジネス環境変化の
影響範囲

グローバルでのネットワークのフラットさ
ネットワークがフラットで、どこからでも
グローバル全体のデータにアクセス可
能か？

事業戦略の体系及び策定主体
IT戦略のインプットとする事業戦略は
どのような体系か？それぞれ誰が策定
しているか？

IT戦略の策定・管理主体
IT戦略はそれぞれ誰が策定しているか
？

ビジネス環境変化のスピード
ビジネス環境変化のスピードが早く、
環境変化に合わせたシステム対応スピ
ードがビジネスの成功要因となるか？

インフラ環境特性(NWや電力の
安定性)の多様性

NWや電力の安定性等がリージョンや
ローカルにより大きく異なるか？

IT予算
管理

個別IT投資
管理

外部委託先
管理・
調達管理

セキュリティ
管理

IT-BCM
(事業継続管理)

IT人材
管理・配置

業務領域 目指す“管理の強さ”の主要な“決定要因”
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ン
I
T
戦
略
を
策
定（
レ
ベ
ル
2
～

5
）す
る
方
が
検
討
効
率
、
戦
略
の

妥
当
性
、
戦
略
の
実
現
性
が
と
も
に

高
く
な
る
だ
ろ
う
。「
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

変
化
の
影
響
範
囲
」に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
、
環
境
変
化
の
影
響
範
囲
が
概

ね
グ
ロ
ー
バ
ル
全
体
で
あ
る
場
合
に

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
/
リ
ー
ジ
ョ
ン
統
合

I
T
戦
略
を
策
定（
レ
ベ
ル
6
）し
た

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
I
T
戦
略
の
中
で
グ

ロ
ー
バ
ル
全
体
で
の
統
一
的
な
環
境
変

化
へ
の
対
応
方
向
性
を
示
し
た
う
え

で
、
方
向
性
と
整
合
の
と
れ
た
リ
ー

ジ
ョ
ン
I
T
戦
略
を
策
定（
レ
ベ
ル
4

～
5
）す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
変

化
に
対
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
全
体
で
整
合

の
と
れ
た
I
T
戦
略
を
策
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

実
際
に
自
社
の
目
指
す 

”
管
理
の

強
さ
“
を
検
討
す
る
際
に
は
、
こ
の

整
理
を
参
考
に
自
社
の
取
り
巻
く
環

境
に
合
わ
せ
た 

”
決
定
要
因 

“
を

設
定
し
、
ど
の 

”
決
定
要
因 

“
か

ら
導
出
さ
れ
た
目
指
す
姿
を
重
視

す
る
か
の
方
針
を
立
て
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
整
理
を
他
の
I
T
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
業
務
領
域
に
つ
い
て
も

行
い
、
図
表
3
で
示
す
と
お
り
整
理

研
究
会
で
は 

”
決
定
要
因 

“
の
整

理
も
行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、「
I
T
戦
略
策
定
・
管

理
」に
つ
い
て
は
、「
各
情
報
シ
ス
テ
ム

の
共
通
化
パ
タ
ー

ン
」、「
リ
ー
ジ
ョ

ン
H
Q（
リ
ー
ジ
ョ

ン
C
E
O
）
の

P
/
L
責
任
の

有
無
」、「
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
変
化
の

影
響
範
囲
」及
び

「
事
業
戦
略
の
体

系
及
び
策
定
主

体
」
の
4
つ
の

「
決
定
要
因
」を

抽
出
し
た
。

「
各
情
報
シ
ス

テ
ム
の
共
通
化
パ

タ
ー
ン
」に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
大

半
の
シ
ス
テ
ム
が

リ
ー
ジ
ョ
ン
共
通

情
報
シ
ス
テ
ム
で

あ
れ
ば
、
無
理

に
グ
ロ
ー
バ
ル
/

リ
ー
ジ
ョ
ン
統
合

I
T
戦
略
を
策

定（
レ
ベ
ル
6
）す

る
よ
り
は
、
そ

れ
ぞ
れ
リ
ー
ジ
ョ

し
て
い
る
。

今
後
の
展
望

2
0
1
3
年
度
の
研
究
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
I
T

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は 

”
管
理
の

強
さ 

“
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
し

た
う
え
で
、
そ
の 

”
決
定
要
因 

“
に

つ
い
て
整
理
し
た
。
2
0
1
4
年
度

も
引
き
続
き
研
究
会
を
実
施
し
、

妥
当
性
の
高
い
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
目

指
し
て
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

図
る
と
と
も
に
、
2
0
1
3
年
度
は

焦
点
を
あ
て
な
か
っ
た
目
指
す
姿
の

実
現
施
策
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
い
、

ど
の
レ
ベ
ル
を
目
指
す
に
は
ど
の
よ
う

な
施
策
が
有
効
か
を
整
理
す
る
予

定
で
あ
る
。

昨
年
度
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、

今
後
も
様
々
な
ユ
ー
ザ
ー
企
業
の

方
々
と
対
話
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
の
I
T
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
整
備
を
推
進
し
て
い
る
企

業
に
と
っ
て
、
現
状
と
目
指
す
姿
を

可
視
化
し
、
目
指
す
姿
へ
の
道
筋
を

描
く
こ
と
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
を
確

立
し
た
い
。	

J



株式会社NTTデータ経営研究所は、1991年、業務改革を中心にシステム構築の上流工程を担
う企業として、株式会社NTTデータ（当時：NTTデータ通信株式会社）によって設立されたコンサ
ルティング会社です。以来、情報通信分野の調査研究、業務プロセス設計、ITを活用したビジネ
ス開発等を中心に、独自に、あるいはグループ企業と連携し、多様な調査、コンサルティング・サー
ビスを提供しています。
また業界特有の課題、共通する課題双方にお応えするため、業種別と機能別の組織を設置し、
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新しい社会の姿を構想し、
ともに「情報未来」を築く
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